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第11号

12月定例会 主な内容

◦指定管理者決定……………………Ｐ２
◦委員会報告…………………………Ｐ４
◦一般質問……………………………Ｐ８
◦請願・陳情はこうなりました……Ｐ1７
　/議会のうごき

◦平成1８年度決算の認定……………Ｐ1８
◦視てきました
　（行政視察・所管事務調査報告）…Ｐ２２
◦傍聴したよ！/編集後記…………Ｐ２４

寒さに負けない元気な子どもたち（伊集院北保育所）
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日
置
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条

例日
置
市
技
能
・
労
働
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例

日
置
市
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例

　

職
員
（
一
般
職
・
現
業
職
・
水
道
関
係
）
が

自
発
的
に
行
う
自
己
啓
発
及
び
国
際
協
力
の
機

会
を
提
供
す
る
た
め
、
大
学
等
へ
の
修
学
又
は

国
際
貢
献
活
動
の
た
め
の
休
業
制
度
を
制
定
。

詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
総
務
企
画
委
員
会
報
告
へ

日
置
市
都
市
公
園
運
動
施
設
条
例

日
置
市
体
育
施
設
条
例

　

７
月
１
日
か
ら
都
市
公
園
運
動
施
設
及
び
体

育
施
設
の
使
用
料
統
一
の
た
め
制
定
。

詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
教
育
文
化
委
員
会
報
告
へ

日
置
市
永
吉
出
張
所
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

　

行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
り
、
４
月
１

日
か
ら
永
吉
出
張
所
（
吹
上
地
域
）
を
廃
止
す

る
こ
と
に
伴
い
、
日
置
市
部
設
置
条
例
の
一
部

改
正
と
出
張
所
設
置
条
例
の
廃
止
。

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

日
置
市
立
学
校
設
置
条
例
及
び
日
置
市
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
。

日
置
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

日
置
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例

【
主
な
内
容
】

　

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
創
設
。

詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
総
務
企
画
委
員
会
報
告
へ

日
置
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

地
方
税
法
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
。

【
主
な
内
容
】

・
４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
か
ら

年
間
７
０
０
万
円
の
歳
出
削
減
へ
！

　

1２
月
定
例
会
を
1２
月
３
日（
月
）か
ら
1２
月
２1
日（
金
）ま
で
の
1９
日
間
開
催
し
、
条
例
・
予
算

議
案
な
ど
２８
件
、
認
定
1５
件
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来

　

海
洋
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
へ

Ｂ＆Ｇ東市来海洋センターの温水プール

審
議
さ
れ
た
条
例
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特
別
徴
収
を
行
う
。

・
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
世

帯
主
は
、
世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
が
６５
歳

以
上
７５
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
総
務
企
画
委
員
会
報
告
へ

日
置
市
国
民
宿
舎
事
業
基
金
条
例
等

　

基
金
の
効
率
的
な
運
用
を
す
る
た
め
。

【
主
な
内
容
】

・
国
民
宿
舎
事
業
…
上
限
１
億
円
の
撤
廃
。

・
温
泉
給
湯
事
業
…
上
限
３
千
万
円
の
撤
廃
。

・
公
衆
浴
場
事
業
…
上
限
８
千
万
円
の
撤
廃
。

日
置
市
農
村
セ
ン
タ
ー
条
例

　

農
村
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
７
月
１
日
か
ら

統
一
す
る
た
め
。

【
主
な
内
容
】

・
伊
作
地
区
多
目
的
共
同
利
用
施
設
の
追
加
。

・
会
議
室
等
使
用
料
や
器
具
等
使
用
料
の
統

一
。

詳
し
く
は
５
ペ
ー
ジ
産
業
建
設
委
員
会
報
告
へ

日
置
市
公
民
館
条
例

　

農
村
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の
統
一
に
伴
い
、
地

区
公
民
館
と
併
設
す
る
部
分
の
料
金
統
一
。

詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
教
育
文
化
委
員
会
報
告
へ

日
置
市
火
災
予
防
条
例

　

建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
よ
る
。

日
置
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例

　

鹿
児
島
県
市
町
村
消
防
補
償
等
組
合
が
行
っ

て
い
た
事
務
を
鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
が
行
う
。

日
置
市
防
災
行
政
有
線
放
送
施
設
整
備
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
及
び
日
吉
町
防
災
行
政
有
線
放

送
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

合
併
時
の
事
務
事
業
の
調
整
方
針
に
基
づ
く

事
業
の
廃
止
。

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

熊
毛
郡
屋
久
島
町
及
び
南
九
州
市
が
合
併
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
組
織
す
る
団

体
の
数
が
減
少
し
た
た
め
。

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
鹿
児
島
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
構
成
す
る
団
体
の
う
ち
、

大
根
田
衛
生
管
理
組
合
及
び
肝
属
東
部
清
掃
組

合
の
脱
退
及
び
肝
属
地
区
一
般
廃
棄
物
処
理
組

合
の
加
入
。

鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
財
産
処
分

に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
肝
属
東
部
清
掃
組
合
が
脱

退
に
よ
る
財
産
処
分
。

日
置
市
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
日
置

市
東
市
来
庭
球
場
及
び
日
置
市
東
市
来
相
撲
場

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

指
定
管
理
者
…
㈱
日
本
水
泳
振
興
会

指
定
期
間
…
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
２３
年
３
月
３１
日

詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
教
育
文
化
委
員
会
報
告
へ

一般会計補正予算
1,678万4千円を減額。

総額238億6,104万9千円！！
主　な　事　業　内　容 補　正　額

コミュニティバス委託料 413万9千円減
工場等立地促進補助金
（みのだ食品、エービーフーズシステム） 1,660万円増

児童手当支給事業費
（3歳未満児5千円から1万円に増額） 5,000万円増

浄化槽設置補助金 666万1千円増
農業農村整備対策事業
（吹上地域　下与倉地区：かんがい排水） 582万円増

市道工事請負費
（徳重清藤線、長里市来線、美山ＩＣ線、
赤仁田山手線など）

3,678万1千円増

急傾斜地崩壊対策事業工事請負費
（東市来地域荻地区） 800万円増

まちづくり交付金事業工事請負費
（伊集院総合運動公園内園路、児童広場な
ど）

1億2,239万2千円増

妙円寺地域活性化センター工事請負費 4,322万5千円減
農林水産施設災害復旧費（災害査定によ
る） 5,149万4千円減

公共土木施設災害復旧費（災害査定によ
る） 4,589万1千円減

公債費（妙円寺小校舎及び屋内運動場、
飯牟礼小・伊集院小校舎、緑ヶ丘住宅の
資金繰上償還による）

8,156万1千円増

特別会計補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後予算

国 民 健 康 保 険 7,516万5千円増 68億7,365万7千円

老 人 保 健 医 療 850万5千円増 84億9,166万9千円

特 別 養 護 老 人
ホ ー ム 事 業 4万1千円増 2億9,191万7千円

公共下水道事業 1億1,984万3千円増 6億3,341万円

農 業 集 落
排 水 事 業 9万2千円増 4,519万6千円

国 民 宿 舎 事 業 403万2千円増 3億749万円

公営企業会計（収益的収入及び支出）

会　　計　　名 補正額 補正後予算

水 道 事 業 1,196万9千円増 7億4,416万7千円
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総　

務　

企　

画

　

日
置
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

職
員
の
公
務
に
関
す
る
能
力
の
向
上
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
職
員
が
自
発
的
に
行

う
自
己
啓
発
及
び
国
際
貢
献
活
動
の
た
め
、
休

業
の
制
度
を
整
備
す
る
も
の
。
期
限
は
大
学
等

課
程
の
履
修
で
は
２
年
。
国
際
貢
献
活
動
で
は

３
年
を
超
え
な
い
範
囲
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
税
務
大
学
、
福
祉
関
係
な
ど
専
門
性
を
持

た
せ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
の
か
。

答
▼
業
務
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
場
合
な
ど
も

任
命
権
者
の
意
見
と
合
致
す
れ
ば
よ
い
。

　

日
置
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

日
置
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
育

児
と
仕
事
の
両
立
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
短
期

間
勤
務
制
度
等
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
短
時
間
勤
務
に
係
る
４
つ
の
形
態
は
ど
の

様
な
も
の
か
。

答
▼
１
日
当
た
り
４
時
間
（
週
２０
時
間
）、
１

日
当
た
り
５
時
間
（
週
２５
時
間
）、週
３
日
（
週

２４
時
間
）、
週
２
日
半
（
週
２０
時
間
）
の
形
態
。

　

日
置
市
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

給
与
の
減
額
に
つ
い
て
、
部
分
休
業
の
対
象

と
な
る
子
の
年
齢
を
３
歳
未
満
か
ら
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
に
引
き
上
げ
る
こ
と

や
自
己
啓
発
等
休
業
の
承
認
を
受
け
た
職
員
の

給
与
は
無
給
と
す
る
こ
と
な
ど
。

　

日
置
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

納
税
義
務
者
が
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
６５
歳
以
上
の
国
保
の
被
保
険

者
で
あ
る
世
帯
主
で
あ
る
場
合
は
、
国
保
税
を

年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
な
ど
規
定
を
整
備
す

る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

１
６
７
８
万
４
千
円
を
減
額
し
て
、
総
額
を

２
３
８
億
６
１
０
４
万
９
千
円
と
す
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
の
増
額
な
ど
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
賃
収
入
分
の
委
託
料
控
除
に
伴
う
減
額
、
工

場
等
立
地
促
進
補
助
金
で
、み
の
だ
食
品
・
エ
ー

ビ
ー
フ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
補
助
金
の
増

額
、
小
松
帯
刀
公
墓
所
前
駐
車
場
訪
問
客
用
ト

イ
レ
関
係
委
託
料
の
増
額
、
起
債
の
繰
上
げ
償

還
に
伴
う
償
還
金
の
増
額
な
ど
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
は
、
全
体
的
に

は
減
額
に
な
っ
た
の
か
。

答
▼
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
は
、
旧
伊
集
院

町
が
５
年
計
画
で
執
行
す
る
事
業
で
あ
り
、
総

額
４６
～
４７
億
円
で
あ
る
。
年
度
間
の
割
り
当
て

が
あ
り
、
残
し
て
は
い
け
な
い
。
公
営
住
宅
、

運
動
公
園
な
ど
事
業
の
中
で
や
り
く
り
す
る
の

で
、
総
額
は
変
わ
ら
な
い
。

問
▼
起
債
の
繰
上
げ
償
還
は
、
今
年
度
償
還
す

る
が
、
残
り
の
年
度
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
▼
繰
り
上
げ
対
象
が
、
３
億
円
く
ら
い
あ
る

が
、
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
も
の
は
、
交

付
税
で
も
ら
う
こ
と
に
し
、
対
象
と
な
ら
な

い
。
公
営
住
宅
債
な
ど
は
一
括
で
償
還
、
３
年

間
で
償
還
す
る
。
対
象
は
、
２
億
１
千
万
円
程

度
（
４
件
）
で
あ
る
。
３
年
間
で
返
す
が
、
今

回
は
８
１
５
６
万
円
、
２０
年
度
は
７
千
万
円
程

度
、
２１
年
度
は
６
千
万
円
程
度
返
す
計
画
で
あ

る
。
金
利
は
５
％
以
上
の
も
の
に
な
る
。

問
▼
予
備
費
の
見
込
み
の
中
に
指
定
管
理
者
の

分
も
あ
る
が
、
設
備
の
費
用
に
つ
い
て
、
ど
こ

ま
で
指
定
管
理
者
が
負
担
し
て
、
ど
こ
ま
で
市

が
負
担
す
る
の
か
、
協
議
が
さ
れ
て
い
る
か
。

答
▼
基
本
的
に
は
躯
体
、
建
物
の
重
要
部
分
に

関
す
る
の
は
市
の
所
有
で
あ
る
た
め
市
が
負

担
す
る
。
備
品
の
関
係
の
基
本
的
な
部
分
に
つ

い
て
も
修
理
は
市
が
負
担
す
る
。
大
、
小
規
模

修
繕
な
ど
が
あ
る
が
、
見
境
が
難
し
い
。
ゆ
す

い
ん
や
美
山
陶
遊
館
も
そ
れ
が
な
い
と
機
能
が

発
揮
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
設
備
の
修
繕
を
入
れ
て
あ
る
。

問
▼
さ
つ
ま
湖
周
辺
の
岩
崎
産
業
所
有
地
の
交

渉
状
況
と
今
後
の
見
通
し
、
花
火
大
会
の
見
込

み
は
ど
う
な
の
か
。

答
▼
用
地
購
入
の
状
況
は
、
代
替
地
の
対
象
と

な
る
場
所
を
検
討
し
て
い
る
。
該
当
土
地
の
隣

接
地
の
所
有
者
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
、
現
在

は
回
答
待
ち
で
あ
る
。

問
▼
工
業
団
地
で
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ

か
。
ま
た
、
今
後
の
誘
致
の
見
込
み
は
。

答
▼
清
藤
工
業
団
地
は
２
万
６
千
㎡
。
亀
原
工

業
団
地
は
８
６
０
０
㎡
が
残
っ
て
い
る
。
清
藤

の
場
合
は
、
農
村
工
業
促
進
法
に
基
づ
く
工
業

団
地
で
あ
る
た
め
、
流
通
業
な
ど
の
用
途
に
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
と
合
致

し
な
い
。
今
年
度
は
、
分
割
し
た
形
な
の
で
、

波
及
効
果
に
期
待
が
で
き
る
。

　

国
民
宿
舎
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
事
業
収
入
と
基
金
利

日吉地域に工場立地しているメテック九州

国民宿舎吹上砂丘荘のレストラン
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子
の
増
額
な
ど
で
あ
る
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
パ
ー
ト
職
員
の
増
員

に
よ
る
賃
金
の
増
額
、
賄
材
料
費
の
増
額
な
ど

で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
原
材
料
費
が
１
千
万
円
の
増
に
な
り
、
予

備
費
か
ら
持
っ
て
き
て
い
る
が
、
ふ
さ
わ
し
く

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
▼
バ
イ
キ
ン
グ
は
、
原
材
料
費
が
高
い
。
集

客
力
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
た
が
、
１
千
万
円

の
追
加
で
頭
を
痛
め
て
い
る
。
１２
月
か
ら
は
バ

イ
キ
ン
グ
を
や
め
て
、単
品
料
理
に
切
替
え
る
。

環　

境　

福　

祉

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
民
生
費
国
庫
負
担
金

で
実
績
見
込
み
に
伴
う
増
額
で
あ
る
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
社
会
福
祉
総
務
費
で

県
事
業
の
障
害
者
自
立
支
援
総
合
対
策
事
業
実

施
に
伴
う
増
額
、
環
境
衛
生
費
で
伊
集
院
地
域

の
資
源
ご
み
収
集
方
式
自
治
会
説
明
会
に
伴
う

７７
万
１
千
円
の
増
額
、
保
健
指
導
費
で
乳
幼
児

医
療
費
助
成
事
業
の
自
動
償
還
シ
ス
テ
ム
導
入

に
伴
う
レ
セ
プ
ト
点
検
実
績
見
込
み
増
に
よ
る

増
額
、
塵
芥
処
理
費
で
来
年
度
か
ら
の
ご
み
収

集
に
伴
う
全
世
帯
に
配
布
す
る
「
ご
み
分
別
手

引
書
」
３
万
冊
の
作
成
費
用
の
増
額
な
ど
で
あ

る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
の
助

成
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

答
▼
対
象
は
、
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
程
度

と
療
育
手
帳
の
重
度
の
知
的
障
害
者
で
、
保
険

診
療
の
一
部
負
担
は
助
成
す
る
。

問
▼
公
立
保
育
所
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
担
当

課
の
考
え
は
。

答
▼
本
年
３
月
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
３
回
の

会
合
を
行
っ
て
き
た
。
提
言
は
３
月
ま
で
の
予

定
で
あ
る
。

問
▼
生
活
保
護
の
保
護
取
り
消
し
の
実
態
は
。

答
▼
１８
年
度
実
績
で
、
死
亡
１６
件
、
転
出
８
件
、

就
労
７
件
、
社
会
保
障
給
付
４
件
、
親
族
の
手

当
に
よ
る
も
の
４
件
、
失
踪
１
件
、
タ
ン
ス
預

金
１
件
で
あ
る
。

問
▼
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
数
が

減
る
傾
向
に
あ
る
が
、魅
力
が
減
っ
た
か
ら
か
。

事
業
の
見
直
し
は
必
要
な
い
か
。

答
▼
２
月
末
で
登
録
者
数
は
、
東
市
来
６８
名
、

伊
集
院
９５
名
、
日
吉
７６
名
、
吹
上
４１
名
で
あ

る
。
本
市
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
約
２８
％

で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
多
く
の
方
が
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
今

後
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
拡
充
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
退
職
被
保
険
者
等
療

養
給
付
費
負
担
金
の
増
額
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
本
年
度
の
医
療
費
の
動
向
は
ど
う
か
。

答
▼
医
療
費
請
求
は
２
ヵ
月
遅
れ
で
あ
る
。
退

職
者
分
は
、
今
回
補
正
を
し
た
が
、
３
月
補
正

で
は
間
に
合
わ
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
１８
年
度
精
算
に
伴
う

繰
越
金
と
預
金
利
子
の
増
額
で
あ
る
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
支
払
基
金
交
付
金
精

算
返
納
金
の
増
額
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
市
民
へ
の
啓
発

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
▼
保
険
料
も
決
ま
り
、
４
月
か
ら
の
運
用
に

あ
た
っ
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
世
帯
へ
配
布

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
い
き

い
き
サ
ロ
ン
等
で
制
度
に
つ
い
て
講
演
依
頼
が

あ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

運
営
基
金
利
子
を
基
金
に
積
立
を
す
る
た
め

増
額
補
正
。産　

業　

建　

設

　

日
置
市
農
村
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

農
産
物
加
工
施
設
、
農
村
セ
ン
タ
ー
の
使
用

料
の
統
一
化
を
図
る
た
め
、
条
例
の
改
正
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
古
い
施
設
や
新
し
い
施
設
、
各
地
域
に
差

が
あ
る
。
そ
れ
を
加
味
し
た
料
金
設
定
か
。
ま

た
、
器
具
等
使
用
料
は
、
で
き
上
が
り
数
量
で

使
用
料
を
設
定
し
て
あ
る
が
、
そ
の
確
認
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
▼
施
設
に
は
差
が
あ
る
。
今
回
の
改
正
の
大

き
な
理
由
は
、
で
き
上
が
り
数
量
に
経
験
者
と

未
経
験
者
と
は
差
が
で
る
た
め
、
で
き
上
が
り

数
量
で
統
一
を
し
た
。
器
具
の
更
新
や
で
き
上

が
り
数
量
は
、指
導
員
が
立
会
い
確
認
を
す
る
。

問
▼
改
正
に
よ
る
収
支
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

ま
た
、
販
売
目
的
で
の
使
用
は
、
１
０
０
分
の

２
０
０
を
乗
じ
た
料
金
に
な
る
が
、
市
の
要
請

で
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
販
売
す
る
場
合
も
同
じ

か
。

答
▼
改
正
後
の
料
金
の
見
込
み
は
７
月
～
翌
年

３
月
ま
で
で
４
０
０
万
円
の
予
定
。
平
成
１８
年

度
実
績
は
、
３
２
８
万
８
千
円
で
あ
っ
た
。
イ

ベ
ン
ト
関
係
は
、
販
売
目
的
の
た
め
１
０
０
分

の
２
０
０
を
乗
じ
た
金
額
に
な
る
。

問
▼
条
例
に
減
免
措
置
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
場
合
か
。
ま
た
、
全
て
の
施
設
で
月
曜
日
が

休
館
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
民
が
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
１
ヵ
所
は
別
な
曜
日
に
し
て
は

ごみ分別の説明会の様子

レセプト点検で医療費の適正化を！
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ど
う
か
。

答
▼
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
茶
菓
子
と
行
政
同
士
の

使
用
で
は
、
農
業
振
興
に
係
る
の
で
減
免
と
な

る
。
休
館
日
は
、
加
工
グ
ル
ー
プ
と
協
議
し
て

決
定
し
た
。

問
▼
施
設
ご
と
の
使
用
料
金
の
増
減
の
状
況
は

ど
う
か
。

答
▼
東
市
来
地
域
は
若
干
下
が
る
。
そ
の
他
の

地
域
は
上
が
る
。

　

日
置
市
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
大
学
等
に
就
学
し
た
場
合
も
登
用
を
保
障

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
２
年
ま
た
は
４
年
の
間

に
卒
業
で
き
な
い
場
合
も
延
長
が
認
め
ら
れ
る

の
か
。

答
▼
以
前
は
大
学
に
就
学
の
際
は
、
離
職
を
し

て
進
学
を
し
て
い
た
。
今
回
か
ら
は
、
事
業

に
支
障
が
な
く
、
職
員
が
公
務
に
関
す
る
能
力

の
向
上
に
資
す
る
と
認
め
る
も
の
は
、
大
学
等

は
２
年
、
国
際
貢
献
は
３
年
は
職
員
の
身
分
を

持
っ
た
ま
ま
休
業
が
で
き
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

農
林
水
産
業
費
が
、
２
７
４
７
万
５
千
円

減
額
の
総
額
１５
億
４
１
６
５
万
７
千
円
。
土

木
費
が
、
１
２
９
５
万
８
千
円
増
額
の
総
額

４０
億
４
９
１
１
万
６
千
円
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
災
害
に
よ
る
減
額
、

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
の
執
行
に

よ
る
減
額
、
県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の

新
規
採
択
に
よ
る
増
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
活
動
火
山
周
辺
地
域

防
災
営
農
対
策
事
業
費
の
日
置
ド
ラ
セ
ナ
生
産

組
合
、
ゆ
す
村
農
園
、
中
原
農
園
生
産
組
合
の

入
札
執
行
残
に
よ
る
減
額
、
日
吉
地
域
城
之
下

物
産
館
土
地
購
入
費
で
県
と
の
用
地
交
渉
が
来

年
度
に
変
更
に
よ
る
減
額
、
道
路
新
設
改
良
費

で
伊
集
院
地
域
徳
重
清
藤
線
の
清
藤
橋
取
り
付

け
に
伴
う
増
額
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

伊
集
院
地
域
新
宮
線
・
新
宮
朝
日
ヶ
丘
線
の
組

み
換
え
に
よ
る
増
額
、
東
市
来
地
域
美
山
線
の

工
事
費
の
増
額
、
吹
上
地
域
小
野
馬
場
線
の
用

地
費
の
増
額
、
土
地
区
画
整
理
費
で
、
湯
之
元

第
一
地
区
は
補
償
費
の
増
額
、
特
殊
地
下
壕
対

策
事
業
費
は
伊
集
院
地
域
１
ヵ
所
増
に
よ
る
増

額
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事
業

の
ハ
ウ
ス
３
組
合
の
減
額
が
大
き
い
が
理
由
は
。

答
▼
当
初
、
中
期
天
張
型
ハ
ウ
ス
の
計
画
で

あ
っ
た
が
、
強
化
型
ハ
ウ
ス
に
変
更
し
た
。

問
▼
共
生
協
働
の
村
づ
く
り
支
援
事
業
の
内
容

は
。

答
▼
日
吉
地
域
吉
利
中
区
で
施
設
の
整
備
を
含

め
、
文
化
財
の
研
修
講
座
や
先
進
地
研
修
、
郷

土
芸
能
の
伝
承
で
、
道
具
の
補
修
、
花
壇
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。

問
▼
城
之
下
物
産
館
は
、
県
用
地
を
借
り
て
設

置
し
て
い
る
が
、
こ
の
土
地
を
購
入
す
る
理
由

は
。

答
▼
払
い
下
げ
の
申
請
も
し
て
い
る
。
県
は
用

途
廃
止
手
続
き
中
で
あ
り
、
来
年
秋
頃
に
価
格

交
渉
の
予
定
で
あ
る
。

問
▼
清
藤
橋
取
付
工
事
の
増
額
の
理
由
は
何
か
。

答
▼
仮
設
橋
を
作
っ
た
際
、
法
面
工
事
等
が
増

え
た
。

問
▼
美
山
イ
ン
タ
ー
の
状
況
は
。

答
▼
供
用
開
始
は
、
２０
年
４
月
か
ら
で
あ
る
。

問
▼
湯
之
元
第
一
地
区
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答
▼
１９
年
度
の
事
業
費
が
５
億
８
１
０
０
万
円

で
あ
る
。
そ
の
内
補
償
費
が
４
億
９
千
万
円
。

工
事
費
が
４
５
０
０
万
円
。
概
ね
工
事
発
注
済

み
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
事
業
債
で
、
資
本
費

平
準
化
債
は
、
事
業
費
確
定
に
伴
う
２
０
０
万

円
の
増
額
。
借
換
債
は
、
公
的
資
金
を
繰
上
償

還
す
る
た
め
１
億
１
５
２
９
万
円
の
増
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
伊
集
院
区
画
整
理
地

内
と
瀬
戸
内
地
区
の
雨
水
汚
水
管
渠
築
造
工
事

費
を
４
５
０
万
円
増
額
。
公
的
資
金
の
繰
上

償
還
に
伴
う
１
億
１
５
２
９
万
１
千
円
の
増

額
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
る
が
、
何

か
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
。

答
▼
特
に
取
り
決
め
は
し
て
い
な
い
。
受
益
者

か
ら
も
負
担
金
を
貰
っ
て
い
る
。
し
尿
処
理
の

費
用
と
比
べ
て
も
差
は
な
い
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業

促
進
基
金
の
利
子
の
増
額
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
基
金
積
立
金
に
繰
り

入
れ
す
る
。

　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
入
を
１
９
６
万
９
千
円
増
額
し

て
、
総
額
７
億
３
４
１
６
万
７
千
円
。
収
益
的

支
出
を
１
１
９
６
万
９
千
円
増
額
し
て
、
総
額

７
億
４
４
１
６
万
７
千
円
と
す
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
水
道
料
金
の
収
入
減
と
の
こ
と
だ
が
、
料

金
の
値
上
げ
に
よ
る
も
の
か
。
ま
た
は
節
水
に

努
め
た
た
め
か
。
原
因
は
何
か
。

答
▼
料
金
改
定
で
、
２
千
万
円
程
度
増
収
を
見

込
ん
で
い
た
が
延
び
て
い
な
い
。
大
口
利
用
者

が
１０
月
現
在
で
、
前
年
比
８
万
３
千
ト
ン
の
減

で
あ
る
。

問
▼
伊
集
院
地
域
の
久
木
野
々
地
区
は
、
今
後

架け換え工事中の清藤橋（伊集院地域）

４月供用開始の美山ＩＣの工事現場
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ど
の
様
に
な
る
か
。

答
▼
水
道
事
業
の
経
営
的
な
面
で
考
え
る
と
積

極
的
に
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

教　

育　

文　

化

　

日
置
市
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
日

置
市
東
市
来
庭
球
場
及
び
日
置
市
東
市
来
相
撲

場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
現
在
の
事
業
内
容
は
継
続
す
る
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
の
か
。

答
▼
こ
れ
ま
で
の
事
業
は
継
続
を
す
る
。
付
け

加
え
て
教
室
を
実
施
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
は
な
ら
な
い
。

問
▼
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
や
市
の
管
理

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
▼
事
故
は
、
市
が
施
設
賠
償
責
任
保
険
に
加

入
。
指
定
管
理
者
が
第
三
者
賠
償
保
険
の
付
与

を
条
件
と
し
て
い
る
。
責
任
や
管
理
は
、
基
本

協
定
書
に
全
て
定
め
て
い
る
。

問
▼
施
設
の
修
繕
等
は
、
市
と
指
定
管
理
者
と

分
岐
点
は
明
記
し
て
い
る
の
か
。

答
▼
施
設
・
物
品
の
損
傷
で
１
件
２０
万
円
以
上

は
市
が
負
担
。そ
の
他
は
指
定
管
理
者
で
あ
る
。

不
可
抗
力
に
よ
る
自
然
災
害
は
協
議
と
な
っ
て

い
る
。

　

日
置
市
都
市
公
園
運
動
施
設
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

東
市
来
運
動
公
園
・
伊
集
院
総
合
運
動
公

園
・
妙
円
寺
中
央
公
園
・
吹
上
浜
公
園
の
運
動

施
設
の
管
理
を
ま
と
め
て
、
施
設
の
規
模
や
レ

ベ
ル
・
ラ
ン
ク
に
よ
る
料
金
の
差
、
時
間
単
価

や
競
技
の
種
類
別
の
使
用
料
金
な
ど
を
統
一
す

る
も
の
。
ま
た
、
平
成
２０
年
７
月
１
日
か
ら
施

行
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問
▼
全
て
の
施
設
の
料
金
が
同
じ
に
な
る
の

か
。
総
合
的
に
値
上
げ
に
な
る
の
か
。

答
▼
時
間
単
位
で
価
格
設
定
を
し
て
い
る
の

で
、
安
く
な
る
。

問
▼
市
内
小
・
中
・
高
校
の
授
業
の
一
環
と
し

て
、
部
活
動
な
ど
で
使
用
す
る
場
合
の
減
免
措

置
は
。

答
▼
減
免
の
内
規
を
検
討
中
で
あ
る
。
原
則
と

し
て
、
学
校
に
施
設
が
な
い
場
合
や
行
事
等
で

使
え
な
い
時
な
ど
は
、
減
免
措
置
と
な
る
。

問
▼
各
施
設
に
掲
示
板
な
ど
設
置
し
て
、
施
設

の
概
要
や
根
拠
条
例
及
び
料
金
案
内
の
表
示
は

考
え
な
い
か
。

答
▼
今
後
検
討
し
た
い
。

日
置
市
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

日
置
市
農
村
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
の
見
直
し

に
伴
い
、
加
工
施
設
を
併
設
し
て
い
る
公
民
館

の
使
用
料
の
統
一
を
す
る
。

日
置
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

体
育
館
・
プ
ー
ル
・
弓
道
場
・
相
撲
場
・
屋

内
運
動
場
・
多
目
的
広
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
料
金
統
一
を
す
る

も
の
。
ま
た
、
平
成
２０
年
７
月
１
日
か
ら
施
行

で
あ
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

７
４
６
０
万
９
千
円
の
減
額
で
、
総
額

２７
億
３
９
２
５
万
６
千
円
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
妙
円
寺
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
の
事
業
費
減
額
な
ど
で
あ
る
。

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
吉
利
小
の
複
式
学
級

の
改
修
に
よ
る
増
額
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助

金
の
改
正
に
よ
る
増
額
な
ど
で
あ
る
。

問
▼
耐
力
度
調
査
の
結
果
は
。

答
▼
伊
作
小
は
工
期
が
３
月
末
。
伊
集
院
小
、

伊
集
院
北
小
、
上
市
来
小
の
調
査
は
終
了
し
て

い
る
が
、
県
学
校
施
設
課
の
審
査
が
必
要
で
あ

り
、
来
年
結
果
が
わ
か
る
。

問
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
状
況
は
。
小
学
校
に
配
置

の
考
え
は
な
い
か
。

答
▼
現
在
、
７
中
学
校
を
含
め
、
体
育
施
設
や

医
療
機
関
な
ど
に
２２
台
配
置
し
て
い
る
。
来
年

度
、
全
小
学
校
に
配
置
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

予
算
が
伴
う
。
全
校
で
き
な
い
場
合
は
、
規
模

の
大
き
な
学
校
か
ら
整
備
し
た
い
。

問
▼
各
地
域
の
婦
人
団
体
が
減
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
現
状
は
。
ま
た
、
婦
人
学
級
と
は
別

か
。

答
▼
各
地
域
に
婦
人
連
絡
協
議
会
が
あ
る
。
婦

人
学
級
と
は
違
い
、
国
・
県
に
繋
が
る
組
織
で

あ
る
。
任
意
団
体
な
の
で
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。

問
▼
妙
円
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
２
階
建

て
を
平
屋
と
し
た
が
、
削
減
に
な
っ
た
の
か
。

ま
た
、
完
成
は
い
つ
頃
か
。

答
▼
結
果
的
に
は
、
外
構
な
ど
を
含
め
た
の
で

当
初
と
額
は
変
わ
ら
な
い
。
３
月
２５
日
完
成
予

定
で
あ
る
が
、
延
長
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

問
▼
日
吉
の
移
動
図
書
館
の
利
用
状
況
は
。

答
▼
日
吉
地
域
だ
け
の
移
動
図
書
館
で
あ
る
。

月
１
回
第
２
土
曜
日
に
１４
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
巡

回
し
て
い
る
。
利
用
の
差
が
あ
り
、
見
直
し
が

必
要
と
思
う
。

問
▼
東
市
来
長
里
の
地
区
公
民
館
設
立
が
遅
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
理
由
は
何
か
。

答
▼
社
会
教
育
協
議
会
か
ら
の
移
行
段
階
が
進

ん
で
い
な
い
。
４
月
か
ら
は
移
行
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
る
。

伊集院総合運動公園を上空より望む

日吉地域の移動図書館
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学
校
図
書
室
司
書
の
配
置
に
つ
い
て

　

図
書
室
は
礼
儀
を
学
び
情
操
教
育
を
高
め
る

た
め
の
大
切
な
教
室
で
あ
る
。
子
ど
も
達
が
出

校
す
る
日
は
司
書
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

財
政
を
み
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い

【
教
育
長
】

　

司
書
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
現

在
市
内
２６
校
の
う
ち
週
５
日
勤
務
が
１３
校
、
月

１４
日
勤
務
が
１３
校
で
あ
る
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

旧
伊
作
駅
前
の
交
差
点
で
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
心
配
す
る
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
信
号

機
設
置
の
署
名
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
市
長

は
先
頭
に
立
っ
て
設
置
を
働
き
掛
け
る
考
え
は

な
い
か
。日

置
警
察
署
や
関
係
機
関
に
働
き
か

け
た
い　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
】

　

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、
加
世
田
警
察
署

管
内
の
時
要
望
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
に
つ
い

て

　

住
民
説
明
会
を
実
施
し
た
が
参
加
者
は
何
人

か
。ま
た
市
民
が
十
分
理
解
出
来
た
と
思
う
か
。

防
災
行
政
設
置
費
用
が
約
20
数
億
円
と
あ
る

が
、
補
助
金
は
い
く
ら
か
、
合
併
特
例
債
の
額
、

償
還
計
画
を
示
せ
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
・
交

付
金
は
大
丈
夫
か
。
利
点
は
何
か
。

今
後
も
説
明
会
な
ど
実
施
し
た
い

【
市
長
】

　

市
内
２３
ヵ
所
で
実
施
し
た
参
加
者
は
７
９
０

名
だ
っ
た
。
補
助
金
は
約
７
億
円
で
１７
億
円

が
起
債
で
あ
る
。
償
還
は
１５
年
間
で
毎
年
約

５
５
０
０
万
円
の
予
定
で
あ
る
。
う
ち
約
１５
億

円
は
財
政
需
要
額
に
参
入
さ
れ
る
。　
　
　
　

　

補
助
金
・
交
付
金
は
申
請
し
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
。
課
題
も
残
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
公
共
料
金
の

検
針
等
に
も
利
用
で
き
る
と
思
う
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て

　

視
聴
料
が
月
額
１
０
５
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
加
入
率
８０
％
で
の
額
だ
が
、そ
の
根
拠
と
、

５０
％
・
１
０
０
％
時
の
視
聴
料
金
を
示
せ
。
ま

た
、市
が
負
担
の
設
備
費
用
等
は
い
か
ほ
ど
か
。

運
営
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
の
負
担
は
、
初
期
設
備
費
用
の
約

１
億
８
千
万
円　
　
　
　
　
【
市
長
】

　

事
業
者
の
運
営
経
費
を
年
間
４
億
円
と
し
て

試
算
し
た
。
５０
％
で
３
２
０
０
円
、
１
０
０
％

で
７
０
０
円
で
あ
る
。
運
営
は
、
市
が
放
送
事

業
者
に
設
備
を
貸
し
出
し
、
整
備
が
終
わ
っ
た

地
区
か
ら
放
送
を
開
始
す
る
。　

より良い市政を目指して

12月定例会では17名の議員が登壇し、
日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般 質 問

これから　 
　 どうする！
『日置市』

これから　 
　 どうする！
『日置市』

中
島　
　

昭議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
４

答弁
４

CATVの放送機器（熊本県南小国町）
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子
ど
も
課
の
設
置
と
臨
床
発
達
心
理

士
の
職
員
採
用
を
考
え
な
い
か

　

本
市
の
教
育
・
保
健
・
福
祉
を
統
括
し
た
子

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
評
価
し
た
い
。

今
後
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
次
世
代
育
成
の
拠
点

と
位
置
付
け
、
子
ど
も
課
に
発
展
さ
せ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
乳
幼
児
期
の
育
て
に
く
さ
や
育

ち
そ
び
れ
に
よ
っ
て
、
学
齢
期
に
課
題
を
持
ち

越
し
て
い
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。そ
こ
で
、

発
達
支
援
や
相
談
体
制
を
拡
充
す
る
た
め
、
臨

床
発
達
心
理
士
を
職
員
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
て
い
く　

【
教
育
長
】

　

現
在
、講
演
会
や
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

各
課
連
携
で
課
題
を
集
約
し
、
今
後
の
見
通
し

を
立
て
て
い
き
た
い
。

小
中
連
携
の
研
究
成
果
と
統
廃
合
の

検
討
は

　

小
中
連
携
研
究
で
は
授
業
内
容
を
研
究
し
合

い
、
確
か
な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
と
思
う
。
そ
の
成
果
を
ど
う
活
か
す

の
か
。
ま
た
、
学
校
は
地
域
の
宝
で
も
あ
る
。

今
後
、
地
域
づ
く
り
と
の
総
合
的
視
点
で
統
廃

合
問
題
を
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
具
体
的

検
討
は
ど
う
す
る
の
か
。

小
規
模
を
理
由
に
廃
校
す
る
考
え
は

な
い　
　
　
　
　
　
　

【
教
育
長
】

　

中
学
校
単
位
で
小
中
連
携
検
討
委
員
会
を
設

置
し
た
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
研
究
を
し
て
い
く
。
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
学
校
づ
く
り
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
地
区
振
興
計
画
を
つ
く
る
中

で
大
い
に
議
論
し
て
欲
し
い
。

本
庁
・
総
合
支
所
の
今
後
は

　

本
庁
は
業
務
が
集
中
し
て
多
忙
を
極
め
て
い

る
現
状
だ
。
一
方
、
支
所
は
中
途
半
端
な
状
態

に
あ
る
。
合
併
は
行
政
の
効
率
化
が
目
的
だ
っ

た
。
総
合
支
所
方
式
は
財
政
的
に
も
最
も
非
効

率
的
で
あ
る
。
本
庁
と
支
所
を
ど
う
し
て
い
く

考
え
か
。
次
の
選
挙
ま
で
に
は
、
市
の
将
来
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
。
市
民
に
選
択
肢
を
示
せ

る
く
ら
い
の
覚
悟
で
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。
目
標
と
道
筋
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
、
何

の
た
め
の
合
併
だ
っ
た
か
分
か
ら
な
く
な
る
。

５
年
間
で
４０
課
に
減
ら
す
こ
と
を
優

先
し
た
い　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

市
役
所
の
業
務
も
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き

る
も
の
は
民
間
に
委
託
し
た
い
。
地
区
館
に
相

談
業
務
を
入
れ
て
支
所
機
能
を
持
た
せ
、
総
合

的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
市
の
将
来
像
は
１０
ヵ

年
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
、
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
任
期
を
努
め
た
い
。

弱
者
に
や
さ
し
い
市
政
を

①
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
に
特
典
の
周

知
を
す
べ
き
で
は
。

②
高
額
医
療
費
の
請
求
漏
れ
が
が
な
い
よ
う

に
。

③
公
営
住
宅
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
、
周
知
の

徹
底
を
。

④
市
役
所
の
職
員
の
障
害
者
雇
用
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

⑤
通
級
生
（
こ
と
ば
の
教
室
）
へ
の
交
通
費
の

支
給
を
考
え
な
い
か
。

周
知
徹
底
を
は
か
る　
　
　

 

【
市
長
】

検
討
す
る　
　
　
　
　
　

 

【
教
育
長
】

①
約
３
千
人
の
障
害
者
手
帳
保
持
者
へ
、
新
し

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
、
周
知
徹
底

を
は
か
る
。

②
18
年
度
１
２
１
５
件
、
２
６
７
３
万
円
申

請
漏
れ
が
あ
っ
た
。
本
人
の
請
求
が
原
則
。

２
年
間
有
効
期
限
が
あ
る
の
で
、
請
求
漏

れ
の
人
に
は
、
市
役
所
か
ら
連
絡
し
、
３

月
末
ま
で
に
支
払
う
よ
う
に
す
る
。

③
17
年
度
５
人
、
18
年
度
９
人
、
19
年
度
16
人

が
減
免
を
受
け
て
い
る
。
収
入
減
な
ど
で
、

困
っ
て
い
る
人
は
、
市
役
所
土
木
建
設
課

住
宅
係
へ
相
談
し
て
欲
し
い
。

④
法
定
雇
用
率
は
、
２
・
１
％
で
８
名
だ
が
、

現
在
５
名
で
あ
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

人
を
お
願
い
し
て
い
る
。
雇
用
率
達
成
に

努
力
す
る
。

⑤
伊
集
院
小
以
外
の
学
校
か
ら
、バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
、

自
家
用
車
で
21
名
通
級
し
て
い
る
。
検
討

し
た
い
。

公
立
３
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

　

財
政
困
難
を
理
由
に
諸
施
設
が
官
か
ら
民
へ

移
行
、と
う
と
う
子
ど
も
ま
で
が
官
か
ら
民
へ
。

保
育
は
自
治
体
本
来
の
役
目
で
は
な
い
の
か
。

児
童
福
祉
法
第
２
条
「
保
育
は
地
方
自
治
体
、

国
の
責
任
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
３
保
育
所

の
父
母
は
、
反
対
署
名
を
２
千
筆
余
集
め
て
ぜ

ひ
公
立
保
育
所
の
存
続
を
と
願
っ
て
い
る
が
ど

う
か
。

最
終
的
に
は
私
が
判
断
す
る

【
市
長
】

　

保
護
者
と
の
話
し
合
い
を
数
回
も
ち
説
明
し

た
。
民
営
化
で
き
る
も
の
は
民
営
化
し
た
い
。

ま
だ
、
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
結
果
や
議
会
に
請
願
書
も
出
て
い
る
の

で
そ
の
結
果
を
み
て
、
市
長
が
判
断
す
る
。
署

名
が
２
千
余
筆
出
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
る
。

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
３

答弁
３

答弁
１

質問
２

答弁
２

カウンセリング演習のようす

紙芝居に夢中です（東市来・市立ゆのもと保育所）

質問
１

花
木　

千
鶴議員

坂
口
ル
リ
子議員
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公
立
保
育
の
役
割
・
民
意
を
反
映
し
、

認
定
子
ど
も
園
等
の
選
択
肢
は
ど
う
か

　

子
ど
も
の
育
ち
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変

り
保
育
指
針
・
教
育
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
る

中
、
公
立
保
育
所
及
び
幼
稚
園
運
営
の
形
態
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
な
ど
実
情
を
十
分
把
握
し
、
保

幼
小
の
連
携
を
先
導
す
る
公
立
保
育
の
役
割

を
果
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
親
の
就
労
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
地
域
子
育
て
支
援
の
充
実
が
期
待

で
き
る
認
定
子
ど
も
園
や
少
子
高
齢
化
の
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
宅
幼
老
所
の
選
択
肢
は
。

認
定
子
ど
も
園
は
保
育
所
・
幼
稚
園
の

意
向
に
配
慮
し
慎
重
に
対
応
【
市
長
】

　

保
育
指
針
の
改
定
を
踏
ま
え
、
保
育
内
容
の

質
の
改
善
・
充
実
を
図
り
市
立
・
民
間
保
育
所

へ
の
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。
宅
幼
老
所
は
福

祉
の
個
別
ケ
ア
と
し
て
選
択
肢
を
検
討
す
る
。

認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て
は
５
幼
稚
園
の
方
向
性

を
決
め
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。　
　

 

【
教
育
長
】

吹
上
浜
・
松
原
の
保
全
管
理
と
幹
線
道
路

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
パ
ー
ク
の
検
討
は
。

　

吹
上
浜
・
松
林
の
浜
崖
対
策
や
間
伐
及
び
吹

上
浜
や
松
林
を
見
通
せ
る
幹
線
道
路
の
設
置
を

県
等
に
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

九
州
風
景
街
道
の
登
録
ル
ー
ト
に
参
加
し
、

国
道
よ
り
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
吹
上
浜

幹
線
道
路
の
設
置
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

健
康
づ
く
り
運
動
と
し
て
吹
上
の
原
整
備
事
業

を
促
進
し
、
自
転
車
道
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
さ
つ

ま
湖
周
辺
等
と
リ
ン
ク
し
、
高
齢
者
や
障
害
者

を
含
め
す
べ
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
サ
イ
ク

リ
ン
グ
パ
ー
ク
の
検
討
は
ど
う
か
。

吹
上
浜
保
全
、
活
用
対
策
は
県
、
森
林
管

理
署
と
連
携
し
協
議
す
る
。　
　
【
市
長
】

　

国
交
省
に
よ
る
九
州
風
景
街
道
事
業
の
趣

旨
、
内
容
を
勉
強
し
検
討
す
る
。

　

吹
上
の
原
整
備
事
業
と
し
て
園
内
の
整
備
、

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
計
画
と
一
体
化
す
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
パ
ー
ク
は
、
今
後
の
財
政
状
況

を
勘
案
し
検
討
し
た
い
。

町
の
中
心
に
位
置
す
る
各
庁
舎
の
空
き

室
、
空
ス
ペ
ー
ス
等
の
有
効
活
用
を

　

各
支
所
の
空
ス
ペ
ー
ス
、
旧
議
場
、
空
き
室

等
を
子
育
て
サ
ロ
ン
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
拠
点
、ミ
ニ
ホ
ー
ル
、マ
タ
ニ
テ
イ
コ
ン
サ
ー

ト
、子
ど
も
議
会
体
験
等
へ
の
開
放
は
ど
う
か
。

利
用
の
公
平
性
へ
の
配
慮
や
警
備
等
を
検

討
し
有
効
活
用
を
図
り
た
い　
　
【
市
長
】

　

フ
ロ
ア
ー
等
の
職
場
の
環
境
づ
く
り
、
雰
囲

気
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
議
会
の
狙
い
や
学
校
等
で
話
題
に
な
っ
た

ら
考
え
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　

 

【
教
育
長
】

企
業
誘
致
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展

望
は

　

伸
び
な
い
税
収
、
交
付
金
の
削
減
と
い
う
歳

入
が
増
え
な
い
状
況
の
中
で
、
歳
出
を
減
ら
す

努
力
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
歳
入
を
増
や

す
努
力
も
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は

や
は
り
、
企
業
誘
致
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。特
に
自
動
車
業
界
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
の
ア
イ
シ
ン
九
州
と
い
う
ト
ヨ
タ
系
の
企

業
も
、
鹿
児
島
・
宮
崎
に
立
地
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
企
業
誘
致
は
、
情
報
の
収
集
・

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
・
タ
イ
ミ
ン
グ
・
そ
れ
に
取

り
組
む
熱
意
と
誠
意
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
は
。

誘
致
に
は
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い

【
市
長
】

　

企
業
誘
致
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
の

増
大･

定
住
促
進
・
税
収
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
大
き
な

意
味
を
持
つ
。
県
の
企
業
立
地
懇
話
会
に
加
盟

し
、
年
１
回
関
東･

関
西
の
県
人
会
の
交
流
で

情
報
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
県
が
推
進
す
る
自

動
車
関
連
産
業
の
誘
致
も
連
携
し
て
取
り
組
み

た
い
。
市
の
２５
社
で
構
成
さ
れ
る
異
業
種
交

流
懇
話
会
も
情
報
収
集
の
中
で
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
工
業
団
地
以
外
に
も
、
企
業
の

希
望
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な
用
地
を
確
保
し
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
情
報
を
得
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
企
業
に
出
向
い
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ

い
て

　

岩
崎
グ
ル
ー
プ
の
赤
字
路
線
バ
ス
廃
止
の
計

画
の
中
で
、
妙
円
寺
団
地
の
路
線
バ
ス
が
、
３０

便
が
１０
便
に
減
便
さ
れ
た
。
林
田
バ
ス･

行
政

･

団
地
住
民
の
３
者
協
力
の
中
で
、
今
年
３
月

に
５
便
増
便
さ
れ
、
あ
る
程
度
利
便
性
も
確
保

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
す

み
分
け
、
新
た
な
構
築
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
、
今
後

の
展
望
は
。
デ
マ
ン
ド
交
通
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
の
か
。

新
た
な
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
考
え
て
い
き
た
い　
　
　

 

【
市
長
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
等
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
新
た
な
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
６

月
、
公
共
交
通
検
討
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
委
員
会
で
、
市
民
の
利
便
性
が
向
上
し
、

経
費
的
に
も
安
い
、
効
率
的
な
運
行
方
法
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
街
地
と
郊
外
の
対
応

を
考
慮
し
、
よ
り
有
効
で
利
便
性
の
高
い
、
デ

マ
ン
ド
交
通
も
今
後
の
運
行
方
法
の
一
つ
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

門
松　

慶
一議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

吹上浜海浜公園のサイクリングコース

企業誘致が待たれる清藤工業団地

長
野
瑳
や
子議員
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河
川
草
払
い
作
業
に
つ
い
て

①
草
払
い
に
お
け
る
事
故
に
つ
い
て
、
自
治
会

で
は
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。
奉
仕
作
業

等
に
つ
い
て
市
は
加
入
し
て
い
る
か
。

②
寄
り
洲
が
増
え
寄
り
洲
を
草
払
い
す
る
の
に

上
り
下
り
す
る
法
面
（
側
面
）
が
急
傾
斜
で
機

械
を
持
っ
て
の
作
業
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

高
齢
化
の
進
む
現
在
、
業
者
に
委
託
す
る
考
え

は
。

作
業
す
る
時
は
、
作
業
日
誌
、
作
業
内
容
、

参
加
者
を
必
ず
届
出
て
欲
し
い
【
市
長
】

①
市
が
加
入
し
て
い
る
全
国
町
村
会
総
合
賠
償

補
償
及
び
鹿
児
島
県
町
村
会
奉
仕
活
動
総
合
補

償
よ
り
あ
る
程
度
（
町
村
会
奉
仕
活
動
総
合
保

障
の
場
合
・
傷
害
保
険
で
入
院
１
日
４
５
０
０

円
、
通
院
１
日
３
０
０
０
円
）
の
見
舞
金
が
支

給
さ
れ
る
。

②
危
険
な
場
所
、
現
場
等
を
把
握
し
状
況
に
応

じ
て
業
者
に
委
託
す
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た

市
の
予
算
で
あ
る
の
で
、
寄
り
洲
除
去
を
含
め

県
の
対
応
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
不
登
校
に

つ
い
て

①
本
市
の
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
の
件
数
は
、

各
地
域
ご
と
に
い
く
ら
か
。

②
い
じ
め
は
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
一
番
多

い
の
か
。

③
い
じ
め
に
つ
い
て
、
学
校
、
保
護
者
は
把
握

し
て
い
る
か
。

④
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
を
地
域
別
に
。

⑤
不
登
校
の
一
番
の
原
因
は
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
か
。
ま
た
、
長
い
生
徒
で
何
日
く
ら
い

か
。

⑥
学
校
、
保
護
者
に
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
る
の
か
。

小
さ
な
こ
と
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
、

数
字
が
上
が
っ
て
い
る
。　
　

【
教
育
長
】

①
１０
月
現
在
、
東
市
来
２
、
伊
集
院
４
。

②
冷
や
か
し
や
脅
し
文
句
、
悪
口
を
書
い
て
机

の
中
に
置
く
。

③
学
校
、
保
護
者
と
も
連
携
を
取
り
、
把
握
し

て
い
る
。

④
東
市
来
８
、
伊
集
院
１４
、
日
吉
２
、
吹
上
４
。

⑤
⑥
家
庭
環
境
が
影
響
し
て
い
る
。
担
任
、
相

談
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
民
生
委
員
さ
ん
達
と

連
携
を
密
に
し
て
家
庭
訪
問
を
し
、
対
応
し
て

い
る
。

地
域
の
活
性
化
対
策
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
は

①
農
業
後
継
者
・
花
嫁
・
花
婿
対
策
に
積
極
的

な
取
り
組
み
を
。

②
過
疎
、
少
子
化
に
苦
し
む
農
村
地
域
に
、
格

安
な
市
営
住
宅
の
建
設
が
必
要
と
思
う
が
。

③
商
工
会
が
今
年
４
月
、旧
４
町
で
合
併
し
た
。

地
元
商
店
街
の
活
性
化
策
と
し
て
、
全
市
で
共

通
す
る
商
品
券
と
、
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
事
業
を
来
年
度
実
施
と
聞

く
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、
支

援
対
策
を
伺
う
。

条
件
次
第
で
は
、
今
後
検
討

【
市
長
】

①
こ
れ
ま
で
も
言
っ
て
き
た
が
、
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
今
後
も
っ
と
関
係
団
体
等
と
連
携
を

密
に
し
、
で
き
る
限
り
の
対
応
を
す
る
。

②
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
の
協
力
や
条

件
等
が
整
う
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化

策
と
し
て
今
後
前
向
き
に
検
討
す
る
。

③
本
年
度
未
実
施
（
伊
集
院
地
域
）
分
は
行
う
。

商
工
会
で
実
施
地
域
に
偏
ら
な
い
方
法
を
検
討

さ
れ
、効
果
が
上
が
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

公
立
小
、
中
学
校
、
小
規
模
校
の
対

策
を
急
ぐ
べ
き
で
は

①
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
農
村
部
の
児
童
生

徒
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
早
く
対
策
を
た
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
空
き
教
室
を
有
効
活
用
し
て
、
高
齢
者
が
学

校
訪
問
を
し
、
子
ど
も
（
孫
）
た
ち
と
気
軽
に

触
れ
合
え
る
場
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

地
域
と
一
体
で
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
に
し
た
い　
　
　
　
　

 

【
教
育
長
】

①
特
認
校
制
度
の
活
用
、
小
中
連
携
教
育
の
推

進
、
複
式
学
級
へ
の
学
習
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト

派
遣
事
業
、
夢
づ
く
り
事
業
等
、
小
規
模
校
の

ハ
ン
デ
ィ
を
な
く
し
、
地
域
と
学
校
が
存
続
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

②
大
事
な
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
る

と
思
う
。市

職
員
と
市
民
参
加
で
前
向
き
な
ま

ち
づ
く
り
を

①
旧
町
よ
り
現
在
ま
で
、
提
案
箱
・
メ
ー
ル
等

で
の
意
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
苦
情
等
は
た

く
さ
ん
あ
る
と
聞
く
が
、
前
向
き
で
建
設
的
な

意
見
は
あ
ま
り
な
い
と
聞
く
。
市
民
誰
も
が
真

剣
に
な
っ
て
取
り
組
め
る
方
策
は
で
き
な
い
か
。

②
同
じ
く
、
市
職
員
も
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉

え
、
真
剣
に
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
な
体
制
づ

く
り
は
で
き
な
い
か
。

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
も
導
入　
　
【
市
長
】

①
今
後
、有
効
活
用
で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
。

②
様
々
な
研
修
を
通
じ
、
政
策
提
言
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
る
。

西
峯　

尚
平議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
１

答弁
１

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
２

複式学級での授業風景（美山小３・４年生）

重
水　

富
夫議員

危険が伴う河川の草払い作業
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食
育
の
取
り
組
み
と
給
食
食
材
の
地

元
業
者
活
用
に
つ
い
て

　

食
育
へ
の
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

か
。
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
地
元
産
の
活
用
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
給
食
食
材
納

入
は
、
伊
集
院
地
域
だ
け
が
学
期
ご
と
の
入
札

方
法
で
あ
る
。
価
格
的
・
リ
ス
ク
的
に
も
参
入

し
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
他
の
３
地
域
で
は
、

毎
月
入
札
で
地
元
納
入
も
多
い
。
入
札
周
期
の

変
更
は
で
き
な
い
か
。

特
色
の
あ
る
食
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

入
札
周
期
は
配
慮
し
た
い
【
教
育
長
】

　

通
常
授
業
や
総
合
学
習
の
中
で
、
生
産
者
な

ど
を
招
い
た
り
し
て
学
習
し
て
い
る
。
地
元
産

活
用
に
つ
い
て
は
食
材
供
給
と
い
う
観
点
で
難

し
い
点
も
あ
る
が
努
力
す
る
。
入
札
周
期
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
み
た
い
。

日
吉
地
域
の
自
校
調
理
方
式
の
存
続
を

　

自
校
調
理
方
式
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
食
育
や
地
元
産
活
用
と
い
う
観
点

か
ら
存
続
の
声
が
あ
る
。残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
地
元
や
保
護
者
に
は
十
分
説
明
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

日
吉
・
吹
上
地
域
に
共
同
調
理
場
を

検
討
し
た
い　
　
　
　

【
教
育
長
】

　

各
学
校
老
朽
化
が
激
し
い
。
衛
生
管
理
の
観

点
か
ら
経
費
削
減
の
た
め
で
あ
る
。
今
後
、
各

方
面
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　

伊
集
院
・
東
市
来
の
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
が

少
な
い
よ
う
だ
。
市
民
の
文
化
向
上
と
い
う
観

点
か
ら
、利
用
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

時
期
や
利
用
団
体
に
よ
り
軽
減
策
の
考
え
は
。

管
理
業
者
と
も
協
議
し
、
利
用
促
進

を
図
る　
　
　
　
　
　

【
教
育
長
】

　

平
日
の
利
用
が
少
な
い
。
利
便
性
を
生
か
し

利
用
促
進
に
努
め
る
。
軽
減
策
は
管
理
業
者
も

あ
り
難
し
い
。　

市
民
病
院
の
今
後
と
機
能
確
保
は

　

診
療
所
に
建
て
替
え
る
計
画
が
あ
る
が
、
地

域
へ
の
説
明
は
十
分
か
。
現
在
の
２４
時
間
体
制

の
診
療
機
能
を
守
っ
て
欲
し
い
と
利
用
者
や
地

元
か
ら
の
声
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
定
の
機

能
は
守
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
職
員
の
信

頼
関
係
と
協
力
が
大
事
で
あ
る
。
雇
用
の
確
保

の
心
配
は
な
い
の
か
。

２４
時
間
体
制
の
医
療
は
守
り
た
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

日
吉
地
域
の
各
団
体
、
総
会
な
ど
に
赴
き
説

明
会
を
実
施
し
、
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
入
院

患
者
も
い
る
の
で
現
行
の
２４
時
間
体
制
の
医
療

を
守
り
た
い
。
職
員
の
雇
用
は
、
配
置
転
換
を

含
め
て
考
え
て
い
る
。

地
区
公
民
館
で
の
証
明
書
発
行
サ
ー

ビ
ス
の
必
要
性
を
問
う

　

上
半
期
で
の
利
用
実
績
は
わ
ず
か
で
、
経
費

的
に
も
事
業
継
続
の
必
要
性
が
問
わ
れ
る
。
必

要
性
の
高
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
へ
移

管
し
、
他
の
地
区
は
廃
止
す
る
べ
き
で
は
。

合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

た
め
の
一
つ
と
し
て
整
備
し
た
【
市
長
】

　

事
業
成
果
の
検
証
は
、
１
年
間
の
利
用
実
績

を
見
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
郵
便
局
へ
の
移
管

に
つ
い
て
は
、
地
区
民
と
も
協
議
し
対
応
し
て

い
き
た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
事
業
に
よ
る
防
災
無

線
の
有
線
化
は
拙
速
な
判
断
で
は

　
「
防
災
無
線
の
更
新
費
用
は
２２
億
５
千
万
円
」

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
使
用
し
て
い
る
ア
ナ

ロ
グ
で
更
新
す
れ
ば
、
ま
だ
か
な
り
安
い
経
費

で
で
き
る
は
ず
だ
。
ま
た
、
停
電
や
断
線
等
の

リ
ス
ク
を
考
え
れ
ば
、
無
線
方
式
が
い
い
と
認

識
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
防
災
無
線
と
ケ
ー
ブ

ル
Ｔ
Ｖ
は
分
け
て
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

細
か
い
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
国
の
動

向
も
見
な
が
ら
検
討
す
る
【
市
長
】

　

防
災
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
を
分
け
て
考
え

れ
ば
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
両

方
一
緒
に
し
て
効
率
的
な
運
営
は
で
き
な
い
か

検
討
し
て
き
た
。
事
業
導
入
の
時
期
も
あ
る
の

で
、
今
後
細
か
い
デ
ー
タ
も
取
り
な
が
ら
、
ま

た
国
の
補
助
事
業
の
進
ち
ょ
く
も
見
な
が
ら
検

討
す
る
。ケ

ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
は
、
公
益
性
・
経
済

性
・
公
平
性
が
問
わ
れ
る
の
で
は

　

事
業
導
入
の
理
由
と
し
て
「
地
デ
ジ
対
策
や

地
域
情
報
化
、
情
報
格
差
の
是
正
で
あ
る
」
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
地
デ
ジ
は
国
策
で
あ
り
、

国
も
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
市
が
改
め
て
対
策

を
講
じ
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
高
い
加
入
率

も
見
込
め
な
い
状
況
で
の
事
業
導
入
は
、
財
政

効
率
の
悪
化
や
情
報
提
供
の
格
差
を
招
き
、
基

本
原
則
で
あ
る
公
益
性
や
経
済
性
、
公
平
性
が

問
わ
れ
る
の
で
は
。

調
査
す
る
部
分
も
多
く
、
説
明
会
等

も
進
め
て
い
く　
　
　
　

【
市
長
】

　

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
事
業
だ
け
の
導
入
で
あ
れ

ば
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
今
回
は
防
災
有
線
事
業
も
含
め
た
試
算
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
導
入
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
等
の
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
難
し

い
部
分
も
あ
る
。
加
入
率
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
、
ま
だ
詳
細
な
部
分
ま
で
調
査
し
て
い
な
い

の
で
、
今
後
説
明
会
等
も
実
施
し
て
い
く
中
で

進
め
て
い
く
。

漆
島　

政
人議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
１

答弁
１

質問
３

質問
２

答弁
３

答弁
２

自校方式での調理風景（日吉中）

吹上支所の防災行政無線

坂
口　

洋
之議員

答弁
４

質問
４
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不
法
投
棄
の
実
態
と
、
市
と
し
て
の

具
体
的
改
善
策
は
あ
る
か

　

不
法
投
棄
は
地
域
の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で

な
く
、
自
然
環
境
の
破
壊
に
も
な
り
、
重
大
な

犯
罪
で
も
あ
る
。
一
部
の
モ
ラ
ル
な
き
業
者
や

個
人
に
よ
り
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
。
良

好
な
環
境
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
に
も
、
不

法
投
棄
を
無
く
し
適
正
処
理
を
推
進
す
る
な

ど
、
環
境
へ
の
負
担
を
低
減
す
る
取
り
組
み
が

重
要
と
考
え
る
が
。

啓
発
活
動
や
関
係
機
関
と
、
連
絡
を

密
に
積
極
的
に
取
り
組
む
【
市
長
】

　

山
間
部
の
道
路
沿
い
や
土
手
、
谷
間
な
ど
、

比
較
的
人
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
が
多
く
、
市

と
し
て
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
公
有
地
等

へ
の
不
法
投
棄
は
市
で
回
収
す
る
が
私
有
地
に

つ
い
て
は
、
土
地
の
所
有
者
へ
処
理
を
お
願
い

し
て
い
る
。
市
で
処
理
す
る
に
は
、
経
費
を
要

す
る
た
め
対
応
が
難
し
い
。
不
法
投
棄
さ
せ
な

い
よ
う
、
環
境
保
全
へ
の
意
識
づ
け
や
、
モ
ラ

ル
の
向
上
へ
、
お
知
ら
せ
版
や
広
報
紙
な
ど
を

通
し
て
、
粘
り
強
く
対
応
し
て
い
く
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

が
、
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は

　

基
盤
整
備
の
進
ん
で
い
な
い
山
間
部
で
は
農

家
の
高
齢
化
が
進
み
、
荒
廃
し
た
遊
休
農
地
が

多
い
。
原
油
価
格
の
高
騰
が
農
業
経
営
を
直
撃

し
、
米
の
過
剰
な
作
付
け
、
消
費
の
減
少
に
よ

り
、
米
価
が
下
落
し
、
稲
作
農
家
の
危
機
感
を

増
大
さ
せ
て
い
る
が
ど
う
か
。

交
付
金
を
活
用
し
、
環
境
保
全
対
策
に

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
【
市
長
】

　

耕
作
放
棄
地
面
積
は
、
歯
止
め
の
か
か
ら
な

い
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
の
対
策
と

し
て
、
農
地
の
利
用
集
積
を
求
め
る
担
い
手
農

家
や
、
農
業
公
社
を
活
用
し
た
対
策
等
、
荒
廃

化
防
止
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
で
、
政
府
は
補

助
要
件
を
緩
和
し
、
子
規
模
農
家
も
補
助
金
の

対
象
と
な
る
。
ま
た
、
小
規
模
農
家
へ
の
交
付

金
の
判
断
が
市
町
村
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
具
体

化
す
る
ま
で
時
間
を
要
す
る
。

小
規
模
・
兼
業
農
家
が
参
加
で
き
る

集
落
営
農
の
考
え
は

　

市
内
の
農
家
は
、
小
規
模
で
兼
業
農
家
が
多

く
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。
鹿
児
島
市
に
隣

接
し
て
い
る
立
地
条
件
を
生
か
し
、
１０
年
後
・

２０
年
後
を
見
据
え
た
集
落
営
農
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

モ
デ
ル
地
区
を
も
と
に
、
集
落
営
農
組

織
化
に
向
け
て
取
り
組
む
【
市
長
】

　

補
助
金
な
ど
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、
採
算
性

が
乏
し
い
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、
地
域
に
即
し

た
援
助
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
（
永
吉
地
区
）

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

平
成
１２
年
の
供
用
開
始
時
よ
り
対
象
人
口
が

減
る
中
、
世
帯
割
月
額
２
千
円
、
と
人
員
割
の

使
用
料
で
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
負

担
を
抑
え
管
理
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
。

従
量
料
金
も
含
め
、
地
域
と
共
に
協

議
す
る　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

現
在
、
接
続
件
数
２
８
１
件
、
対
象
人
口

５
８
５
名
、
接
続
率
９５
％
。
未
接
続
世
帯
に
対

し
て
は
加
入
推
進
を
図
る
。
使
用
料
金
は
平
均

月
額
３
１
０
０
円
で
あ
り
、
公
共
下
水
道
料
金

の
従
量
制
と
は
異
な
る
体
系
で
あ
る
。
今
年
度

公
共
下
水
道
料
金
は
２０
ｔ
当
り
４
０
０
円
値
上

げ
を
し
た
が
、
従
量
制
で
ど
の
程
度
の
負
担
に

な
る
の
か
検
討
し
、財
政
計
画
を
含
め
た
中
で
、

地
域
住
民
と
共
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

処
理
場
施
設
の
現
状
、
今
後
の
整
備

に
つ
い
て

　

９
年
目
を
迎
え
た
施
設
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
大
規
模
な
修
繕
も
発
生
せ
ず
、
維
持
管
理
だ

け
で
済
ん
で
き
た
。
現
在
の
状
況
、
今
後
に
支

障
を
来
た
さ
な
い
、
基
金
活
用
に
よ
る
負
担
軽

減
の
中
で
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

今
後
、
年
次
的
に
更
新
を
【
市
長
】

　

年
間
約
６
５
０
０
０
㎥
の
汚
水
を
順
調
に
処

理
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
供
用
開
始
以
来

９
年
目
で
機
器
類
の
消
耗
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
る
物
も
あ
る
。
今
後
、
年
次
的
に
更
新
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。

吹
上
支
所
公
共
施
設
管
理
公
社
の
受

託
業
務
の
整
理
に
つ
い
て

　

管
理
公
社
は
、
道
路･

河
川･

公
園
等
の
公

共
施
設
の
管
理
、
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
、

更
に
指
定
管
理
者
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
、
ゆ
ー

ぷ
る
吹
上
の
管
理
運
営
、
他
に
も
県
委
託
業
務

等
多
様
な
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。
本
来
の
業

務
と
は
何
か
、
整
理
す
べ
き
で
は
。

管
理
公
社
の
あ
り
方
と
い
う
原
点
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い　

【
市
長
】

　

現
在
、
理
事
８
名･

職
員
９
名
・
嘱
託
６
名
・

臨
時
１６
名
、
必
要
に
応
じ
パ
ー
ト
で
運
営
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務

は
職
員
２
名
・
嘱
託
２
名
で
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
業
務
内
容
、
手
法
（
随
意
契
約
）
を
含

め
あ
り
方
の
原
点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

健
康
交
流
館
ゆ
ー
ぷ
る
吹
上
に
対
す

る
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

建
物
、
機
器
類
の
修
繕
、
備
品
購
入
、
想

定
外
の
燃
油
高
騰
に
現
場
が
苦
慮
し
て
い
る
。

も
っ
と
密
接
な
対
応
を
す
べ
き
で
は
。

燃
油
高
騰
対
策
も
検
討　

【
市
長
】

　

現
場
の
意
見
を
聞
き
予
算
措
置
し
て
い
く
。

下
御
領
昭
博議員

上
園　

哲
生議員

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
１

答弁
１

答弁
２

質問
３

答弁
３

質問
２

集落営農で使う農業用倉庫（吉利地区）

農業集落排水の処理場（永吉地区）

質問
４

答弁
４
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公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

財
政
が
厳
し
い
中
、
効
率
の
悪
い
下
水
道
事

業
の
区
域
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
合
併
前

か
ら
の
継
続
事
業
か
新
規
事
業
か
。
事
業
予
算

と
、
国
庫
補
助
金
な
ど
の
内
訳
を
示
せ
。
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
が
少
な
い
、
合
併
浄
化

槽
な
ど
と
の
比
較
検
討
は
し
た
か
。
下
水
道
審

議
会
で
の
議
論
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
来
年
度
認

可
変
更
、
２１
年
度
か
ら
の
事
業
着
手
の
予
定
だ

が
、
事
業
可
否
を
含
め
議
会
審
議
の
対
象
と
す

る
か
。

受
益
者
負
担
の
公
平
性
、
財
政
計
画

に
も
配
慮
し
進
め
る　
　

 　
【
市
長
】

　

上
水
道
と
の
絡
み
な
ど
旧
伊
集
院
町
時
代
か

ら
の
要
望
で
も
あ
り
、
継
続
事
業
と
認
識
し
て

い
る
。
約
８
億
３
千
万
円
を
予
定
、
５０
％
が
国

庫
補
助
、
残
り
を
起
債
。
合
併
浄
化
槽
・
現
地

で
の
処
理
法
な
ど
検
討
し
た
が
、
長
期
的
に
は

下
水
道
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
。
下
水
道
審
議

会
に
は
、
計
画
が
は
っ
き
り
し
て
か
ら
答
申
を

お
願
い
す
る
。
予
算
も
絡
む
の
で
当
然
議
会
の

審
議
を
お
願
い
す
る
。

防
災
行
政
無
線
の
統
合
と
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て

　

防
災
無
線
の
統
合
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
な
ど
も
合
わ
せ
た
今
回
の
計
画
は
、
ど
の
部

署
で
立
て
、
協
議
は
ど
こ
と
し
て
き
た
か
。
集

落
単
位
の
地
域
の
身
近
な
情
報
も
こ
れ
ま
で
同

様
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
放
送
で
き
る
か
。
機
器

の
取
り
扱
い
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
誰
に
で

も
で
き
る
か
。
定
時
放
送
は
可
能
か
。
共
同
ア

ン
テ
ナ
に
加
入
す
る
組
合
で
現
在
の
施
設
の
状

況
は
。
市
民
の
７２
％
は
、
今
の
ま
ま
で
も
地
デ

ジ
は
見
れ
る
し
、放
送
業
界
の
対
応
も
進
む
中
、

財
政
が
厳
し
い
市
が
、
テ
レ
ビ
の
分
野
ま
で
関

わ
る
べ
き
か
。
議
会
中
継
な
ど
、
ど
れ
だ
け
の

市
民
が
見
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
も
う
少
し
時

間
を
か
け
て
議
論
す
べ
き
と
思
う
が
。

国
の
補
助
金
も
こ
れ
か
ら
、
市
民
・
議
会

の
声
を
聞
き
熟
慮
し
て
い
く　

 

【
市
長
】

　

市
役
所
内
部
で
検
討
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

業
者
の
意
見
な
ど
参
考
に
し
な
が
ら
、
計
画
し

て
い
る
。
集
落
放
送
は
予
約
放
送
と
な
り
、
定

時
に
は
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
東
市
来
地

域
の
よ
う
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
実
声
で
の
放
送

は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
機
器
は
各
集
落
で

維
持
管
理
す
れ
ば
使
え
る
。
５３
あ
る
共
同
ア
ン

テ
ナ
組
合
の
施
設
状
況
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

　

防
災
無
線
の
整
備
が
主
で
あ
り
、
情
報
格
差

の
解
消
の
上
か
ら
も
、
テ
レ
ビ
が
見
え
な
く
な

る
と
の
心
配
に
応
え
て
い
く
。
議
会
中
継
の
ほ

か
に
も
行
政
情
報
を
提
供
し
、
加
入
者
の
増
加

を
目
指
し
た
い
。
国
の
補
助
金
確
定
も
こ
れ
か

ら
で
あ
り
、
十
分
審
議
し
て
い
き
た
い
。

吹
上
浜
ア
ス
リ
ー
ト
の
森
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

①
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

②
吹
上
浜
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
（
仮
称
）
の
設

立
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
海
洋
基
本
法
を
ど
う
受
け
止
め
、
吹
上
浜
一

帯
の
活
用
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
。

④
吹
上
浜
一
帯
の
保
全
管
理
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。
本
市
の
役
割
は
。

⑤
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
有
効
活
用
は
。

年
次
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

①
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
も
吹
上
浜
施
設
利
用

促
進
協
議
会
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
い
る
。

②
多
面
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
考
え
て
い
く
。

③
今
後
、
国
が
策
定
す
る
海
洋
基
本
計
画
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

④
大
部
分
が
国
有
林
で
森
林
管
理
署
が
管
理
し

て
い
る
。
民
有
林
は
所
有
者
が
管
理
す
べ
き
。

⑤
今
後
検
討
し
て
い
く
。

本
市
職
員
の
意
識
改
革
は

①
現
在
の
職
員
の
研
修
制
度
は
。
職
員
の
勤
務

態
度
を
ど
う
評
価
す
る
か
。
理
想
的
な
職
員
像

と
組
織
を
ど
う
考
え
る
か
。

②
意
識
改
革
の
た
め
の
手
段
は
ど
う
か
。

③
人
事
評
価
の
基
準
は
ど
う
か
。

④
理
想
的
な
職
場
に
は
何
が
必
要
か
。

⑤
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。

積
極
的
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

①
人
材
育
成
基
本
計
画
、
職
員
研
修
の
概
要
を

策
定
し
、
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
行
政
目

標
に
対
し
、
全
員
が
全
体
の
奉
仕
者
と
の
意
識

で
業
務
に
精
励
し
て
い
る
。
事
務
事
業
の
改
善

に
取
り
組
み
、
市
民
に
説
明
で
き
る
職
員
像
。

職
員
数
を
削
減
し
、
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
。

②
民
間
か
ら
指
導
助
言
を
頂
き
、
経
営
品
質
向

上
等
、
新
た
な
手
段
を
模
索
す
る
。

③
公
平
性
・
客
観
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
と

共
に
、
納
得
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
。

④
本
市
で
働
く
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
持
つ
職

員
が
育
つ
職
場
こ
そ
理
想
的
で
あ
る
。

⑤
職
員
一
人
一
人
が
働
き
が
い
を
実
感
し
、
市

民
の
期
待
に
着
実
に
応
え
、
使
命
感
を
持
っ
て

職
務
に
邁
進
す
る
環
境
整
備
を
す
る
こ
と
。

平
成
１８
年
度
決
算
の
審
査
意
見
書
に

つ
い
て

①
監
査
委
員
の
要
望
に
ど
う
対
処
す
る
か
。

②
特
別
会
計
を
見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

滞
納
整
理
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
特

別
会
計
の
統
合
を
研
究
す
る
【
市
長
】

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

難視聴地域の共同アンテナ

サイクリングロード（日吉地域・帆之港）

池
満　
　

渉議員

田
畑　

純
二議員

質問
３

答弁
３
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情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
、
な
ぜ

有
線
方
式
で
計
画
を
進
め
る
の
か

　

防
災
行
政
無
線
の
老
朽
化
に
伴
う
、
機
器
更

新
や
周
波
数
統
合
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
情

報
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
市
の
計
画
は
有
線
方

式
だ
。
災
害
時
の
断
線
が
懸
念
さ
れ
る
上
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
。な
ぜ
有
線
方
式
な
の
か
。

工
事
費
も
安
く
、
災
害
に
強
い
無
線
方
式
は
考

え
な
い
の
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
基

盤
の
整
備
は
無
線
で
も
可
能
で
は
な
い
か
。

有
線
方
式
で
な
け
れ
ば
、
国
の
補
助

が
出
な
い　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

防
災
無
線
の
更
新
だ
け
で
は
、
国
の
補
助
が

出
な
い
。
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、

有
線
方
式
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
一
緒
に
整
備
す
れ
ば
、
国
の
補
助
が

出
る
の
で
計
画
し
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
の
計
画
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開

始
ま
で
に
、
国
や
放
送
局
は
市
内
８
ヵ
所
に
中

継
局
を
設
置
し
、
全
世
帯
の
９０
％
を
カ
バ
ー
す

る
予
定
だ
。
市
が
同
時
に
２０
数
億
円
を
か
け
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

か
。
加
入
が
伸
び
ず
赤
字
に
な
る
危
険
や
、
機

器
更
新
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
な
ど
、
採
算

性
に
疑
問
が
残
る
。
難
視
聴
地
域
へ
の
対
応
だ

け
で
十
分
で
は
な
い
か
。

５
年
後
に
は
単
年
度
黒
字
の
計
画
で

あ
る　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
加
入
率
８０
％
を
前
提

に
、
維
持
管
理
費
を
年
間
４
億
円
と
想
定
し
て

お
り
、５
年
後
に
は
単
年
度
黒
字
が
見
込
め
る
。

企
業
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
を
求

め
る
声
も
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
事
業
の
中
で
新
た

な
需
要
が
見
込
め
る
。

こ
の
計
画
は
判
断
材
料
が
不
足
し
て
お

り
、
さ
ら
に
議
論
を
す
る
べ
き
で
は

　

市
民
説
明
会
は
７
９
０
名
と
出
席
が
少
な
い

上
に
、
共
聴
ア
ン
テ
ナ
組
合
へ
の
説
明
が
不
十

分
だ
。
議
会
に
対
し
て
も
、
工
法
な
ど
技
術
面
、

事
業
費
や
財
源
内
訳
な
ど
詳
し
い
説
明
が
な
く
、

こ
の
ま
ま
計
画
を
進
め
る
に
は
判
断
材
料
が
明

ら
か
に
不
足
し
て
い

る
。
焦
る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
と
検
討
し

て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

再
度
、
幅
広

く
検
証
し
た

い
【
市
長
】

　

情
報
基
盤
整
備
は

防
災
無
線
だ
け
で
な

く
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
環
境
整

備
ま
で
含
め
た
事
業

だ
。
ま
だ
理
解
不
足

で
あ
り
勉
強
し
た

い
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
共
聴
組
合
へ
の

説
明
を
通
じ
、
地
域

特
性
に
合
っ
た
手
段

は
何
か
、
再
度
、
幅

広
く
検
証
し
た
い
。

湯
之
元
第
一
地
区
区
画
整
理
事
業
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

　

こ
の
区
画
整
理
事
業
は
、
景
観
に
配
慮
し
た

道
路
整
備
、
災
害
に
も
強
い
河
川
や
水
と
親
し

め
る
施
設
の
整
備
な
ど
「
人
に
や
さ
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い
町
」
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
市
民
は
一
刻
も
早
い
事
業
完
了

を
願
っ
て
い
る
が
、合
併
に
よ
り
事
業
推
進
は
、

自
ず
と
日
置
市
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
当
初
の
計

画
通
り
な
の
か
、
進
ち
ょ
く
状
況
や
今
後
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
建
物
補
償

件
数
・
保
留
地
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

計
画
年
度
内
の
完
了
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

１８
年
度
ま
で
に
事
業
費
率
１７
・
２
％
で

１７
億
９
千
万
円
、
面
積
率
８
・
１６
％
（
２
０
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
完
了
し
て
い
る
。
総
事
業
費

は
、
当
初
計
画
で
は
９９
億
８
千
万
円
で
平
成

３０
年
完
成
予
定
で
あ
っ
た
が
、
移
転
補
償
費

や
工
事
費
等
の
増
額
に
よ
り
、
計
画
事
業
費
が

１
０
５
億
８
千
万
円
で
終
了
年
度
も
５
年
間
延

長
し
て
平
成
３５
年
完
了
と
な
っ
た
。
２０
年
度

の
事
業
計
画
と
し
て
は
、
山
田
川
の
改
修
を
基

本
に
、
錦
竜
館
付
近
及
び
湯
田
小
西
側
と
駅
付

近
の
工
事
を
計
画
し
、
都
市
計
画
審
議
会
で
も

承
認
を
得
て
い
る
。
今
後
は
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
、
国
庫
補
助
金
や
交
換
金
及
び
県

補
助
金
や
起
債
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
計
画
年

度
内
の
完
了
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
全
体
計

画
の
建
物
補
償
件
数
は
４
９
８
棟
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
曳
き
家
３
２
９
棟
、
再
築
１
６
９
棟

に
な
る
。
１８
年
度
末
の
実
績
は
、
曳
き
家
２１

棟
、
再
築
５５
棟
が
完
了
。
保
留
地
の
状
況
は
、

２
３
０
０
㎡
を
確
保
し
て
お
り
、
保
留
地
処
分

金
と
し
て
、
１
億
３
５
０
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

質問
１

答弁
１

質問
２

答弁
２

質問
１

答弁
１

共聴施設のデジタル化改修のイメージ

区画整理が進む湯之元駅前通り

出で

水み
ず

賢
太
郎議員

谷
口　

正
行議員

質問
３

答弁
３

　

市
議
会
だ
よ
り
第
８
号
（
平
成
19
年
５
月
発

行
）
の
15
ペ
ー
ジ
２
段
目
の
答
弁
５
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

↓

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

　

訂
正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
詫
び
・
訂
正
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市
長
の
示
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進

ち
ょ
く
状
況
は

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
残
さ
れ
た
事
業
へ
の
取

り
組
み
は
。
特
に
次
の
３
点
に
つ
い
て

①
民
間
資
本
に
よ
る
公
共
施
設
整
備
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
の
導
入
）
に
つ
い
て
。

②
鹿
児
島
市
内
等
に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
設
置
に
つ
い
て
。

③
１
人
当
た
り
ご
み
排
出
量
の
削
減
に
つ
い

て
。

７
～
８
割
達
成
。
残
り
の
公
約
も
可

能
な
限
り
実
施
し
た
い　

【
市
長
】

①
市
民
が
出
資
し
て
一
つ
の
市
の
財
産
を
共
有

す
る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
考
え
。
本
市
で
は
ど

う
い
う
も
の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

②
今
後
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
で
の
出
店
が
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
場
所
の
選
定
や
費
用

対
効
果
を
研
究
し
て
い
く
。

③
地
域
に
お
け
る
説
明
会
を
継
続
的
に
行
い
、

具
体
的
に
数
値
を
示
し
て
現
況
を
訴
え
、
市
民

が
ご
み
減
量
に
努
力
し
て
い
く
よ
う
指
針
を
つ

く
り
示
し
て
い
く
。

今
後
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

つ
い
て

　

今
後
の
行
政
推
進
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
職

員
の
削
減
計
画
は
５
年
間
で
８０
人
だ
が
、
も
っ

と
職
員
を
少
な
く
し
、
事
務
事
業
を
整
理
し
て

民
間
（
指
定
管
理
者
等
）
に
移
行
す
る
こ
と
が

最
大
の
行
政
改
革
と
考
え
る
が
ど
う
か
。ま
た
、

組
織
の
団
体
に
対
す
る
制
度
の
説
明
、
勉
強
会

が
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
が
。

事
務
事
業
全
体
を
見
直
し
、
積
極
的

に
移
行
す
る　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

職
員
数
を
抑
制
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
管
理
経

費
の
削
減
に
取
り
組
む
。
制
度
の
普
及
、
啓
発

は
不
足
し
て
い
た
の
で
、
今
後
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

広
告
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
拡
大
を

　

財
源
確
保
の
た
め
、
新
た
な
事
業
収
入
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
窓
口
の
封
筒
な
ど

で
活
用
さ
れ
て
い
る
広
告
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の

拡
大
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

広
告
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
運
用
す
る　
　
　

【
市
長
】

　

財
務
会
計
制
度
部
会
で
有
料
広
告
の
導
入
を

検
討
し
、
決
定
が
な
さ
れ
た
。
現
在
、
要
網
制

定
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
市
内
の
業
者
を
優

先
的
に
や
る
。
本
年
度
内
に
１
件
で
も
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

佐
藤　

彰
矩議員

質問
１

答弁
１

質問
３

答弁
３

集
落
の
維
持
や
活
性
化
の
た
め
に
も

空
き
家
対
策
を
図
れ

　

全
国
の
過
疎
地
域
で
、
今
後
１０
年
の
う
ち
に

消
滅
す
る
恐
れ
の
あ
る
集
落
が
、
約
２
６
４
３

集
落
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
周

辺
地
域
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
限
界
集
落
に

当
て
は
ま
る
集
落
が
３７
自
治
会
あ
り
、
空
き
家

等
も
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
空
き
家
の
有
効
活

用
を
す
る
た
め
の
本
市
の
状
況
と
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
し
て
情
報
提

供
を
し
た
い　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

市
内
で
実
際
に
貸
し
出
せ
る
家
屋
は
、
３７
自

治
会
で
６５
戸
。
そ
の
う
ち
田
畑
な
ど
の
農
地

が
付
随
し
た
家
屋
は
３４
戸
あ
る
。
活
用
策
は
、

間
取
り
な
ど
の
調
査
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、

デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
防
災
面
の

た
め
に
も
市
外
か
ら
の
移
住
希
望
者
な
ど
へ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
情
報
提
供
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
る
。

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
工
務
店
等

と
協
力
と
あ
る
。
具
体
的
に
は

　

１９
年
１
月
に
策
定
し
た
日
置
市
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、
地
域
住
宅
産
業
の
育
成
・

活
性
化
を
狙
い
、
地
域
の
工
務
店
等
や
不
動
産

業
と
の
協
力
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
進
ん
で
い

る
の
か
。
ま
た
、
定
住
促
進
策
と
し
て
、
何
ら

か
の
優
遇
措
置
の
考
え
は
な
い
か
。

今
後
、
事
業
が
定
着
す
れ
ば
協
力
が

必
要　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
、
そ
の
ま
ま
で
貸
し
出

せ
る
状
態
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
地
元
の
工
務

店
等
と
の
連
携
は
生
じ
て
い
な
い
。
今
後
、
事

業
が
定
着
す
れ
ば
、
協
力
が
必
要
と
な
る
。
不

動
産
業
者
に
は
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
た

い
。
優
遇
措
置
は
、
他
の
事
例
も
参
考
に
検
討

し
た
い
。空

き
家
所
有
者
か
ら
土
地
・
家
屋
の

寄
附
な
ど
へ
の
対
応
は

　

空
き
家
所
有
者
か
ら
市
に
対
し
て
、
土
地
・

家
屋
等
の
寄
附
な
ど
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
、
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
検
討

し
た
い　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

　

寄
附
採
納
が
あ
っ
た
場
合
は
、
維
持
管
理
的

に
難
し
い
面
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

答弁
３

空き家対策が急がれる

東　
　

孝
志議員

ごみの減量に努力しましょう！

質問
２

答弁
２

質問
１

答弁
１

質問
３

質問
２

答弁
２
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議
会
の
動
き

１１
月
１
～
２
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
熊
本
県
阿
蘇
市
・
大
分
県
豊
後
大
野
市
）

６
～
７
日　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
福
岡
県
う
き
は
市
・
大
分
県
別
府
市
）

　
　

２０
日　

全
員
協
議
会
・
議
員
研
修
会

　
　

２１
日　

行
政
視
察
来
庁
（
北
海
道
稚
内
市
議
会
）

　
　

２６
日　

議
会
運
営
委
員
会

１２
月
３
日　

全
員
協
議
会
・
第
６
回
定
例
会
（
第
１
本
会
議
）

　
　

〃　
　

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

　
　

４
日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

５
日　

産
業
建
設
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

　
　

６
日　

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　

１２
日　

第
６
回
定
例
会
（
第
２
本
会
議
・
一
般
質
問
）

　
　

１３
日　

第
６
回
定
例
会
（
第
３
本
会
議
・
一
般
質
問
）

　
　

１４
日　

第
６
回
定
例
会
（
第
４
本
会
議
・
一
般
質
問
）

　
　

〃　
　

環
境
福
祉
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

　
　

１９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

２１
日　

第
６
回
定
例
会
（
最
終
本
会
議
）

　
　

２６
日　

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

１
月
１０
日　

鹿
児
島
県
市
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　

１５
日　

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

　
　

２１
日　

全
員
協
議
会
・
議
員
研
修
会

　
　

２２
日　

行
政
視
察
来
庁
（
南
さ
つ
ま
市
議
会
）

２３
～
２４
日　

教
育
文
化
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
錦
江
町
・
宮
崎
県
宮
崎
市
）

　
　

２５
日　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
（
市
内
）

　
　

２８
日　

行
政
視
察
来
庁

　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
相
模
市
議
会
）

　
　

２９
日　

行
政
視
察
来
庁
（
出
水
市
議
会
）

請願・陳情はこうなりました！
12 月定例会で審議された皆さまからの請願書・陳情書は次のとおりです。

請　　　　　願
件　　　名 提　出　者 付託先 結　果 【意見書提出先】 紹介議員

日置市の保育環境を充実
させ公立保育所の継続を
求める請願書

日置市立保育所の民
営化を考える会
代表　家村　かおり

環境福祉 
常任委員会 継続審査 坂口ルリ子

教育予算の拡充を求める
意見書の採択要請につい
て（請願書）

山下　博司 教育文化 
常任委員会 不採択 坂口　洋之

陳　　　　　情
件　　　名 提　出　者 付託先 結　果 【意見書提出先】

南アジアの核軍拡競争を
防ぐため原子力供給国グ
ループ（ＮＳＧ）での慎
重な議論を求める意見書
の採択について

吉留　良三 総務企画 
常任委員会 継続審査

障害者の生活事態に即し
た障害者自立支援法の運
用に関する陳情書

「出直せ自立支援法」緊急
フォーラム実行委員会
代表　　　所崎　治代
地域代表　木村　由美

環境福祉 
常任委員会 継続審査

南さつま市議会　行政視察来庁
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平
成
１８
年
度
決
算
・
歳
出
総
額　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
５
億
６
９
６
８
万
円

厳
し
い
行
財
政
運
営
の
中
で
…

主な指数 日置市 １７市平均 指数の説明

財政力指数 ０.３７４
８位 ０.３９ 財政力を示す指数である。

この指数が高いほど財源に余裕がある。

経常収支比率 ９６.８
１１位 ９５.０

人件費や扶助費公債費など義務的経費
の割合を表す指標である。
一般的に都市で７５ ～ ８０％程度が妥当な
ラインである。これを超えると財政の
硬直化が進んでいることになる。

各 会 計 の 決 算 状 況
区　　　　　　　　分 歳入決算 歳出決算 差　　引

一般会計 246億5924万円 238億653万円 8億5272万円

特　
　
　
　

別　
　
　
　

会　
　
　
　

計

国民健康保険 62億6790万円 60億3881万円 2億2909万円

老人保健医療 83億5197万円 83億5197万円 0円

特別養護老人ホーム事業 3億2737万円 3億1868万円 870万円

公共下水道事業 5億7598万円 5億4697万円 2901万円

農業集落排水事業 4497万円 4362万円 135万円

国民宿舎事業 2億6420万円 2億5031万円 1389万円

国民保養センター及び老人休養ホーム事業 7122万円 6454万円 668万円

温泉給湯事業 723万円 535万円 189万円

公衆浴場事業 1151万円 875万円 276万円

飲料水供給施設 54万円 36万円 17万円

住宅新築資金等貸付事業 1733万円 1709万円 24万円

介護保険 42億4065万円 40億3444万円 2億621万円

計 201億8088万円 196億8088万円 5億円
企
業
会
計

水道事業 7億6534万円 7億3097万円 3436万円

国民健康保険病院事業 3億2079万円 3億5130万円 △3051万円

合 計 459億2625万円 445億6968万円 13億5657万円

前 年 度 合 計 440億3583万円 413億408万円 27億3175万円

子どもたちの未来のために堅実な財政運営を！

決算審査
特別委員会
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私たちの税金は
どう生かされたか？

～１８年度の主な事業～

●　ロードミラー設置など………………… ４９５万円

●　防犯灯設置など…………………………… ９６万円

●　コミュニティバス事業………………… ２６１９万円

●　イントラネット整備事業………… ４億３６３０万円

●　消防ポンプ車購入……………………… ３３０７万円

●　防火水槽設置…………………………… １４７８万円

総
務
企
画

●　浄化槽設置事業………………………… ７５４１万円

●　一般廃棄物収集運搬料………………… ８４８６万円

●　身障・知的障害者施設事業………… ５億７１３万円

●　生きがいデイサービス事業…………… ３３７８万円

●　ゆのもと保育所建設……………… １億２２３８万円

●　各種検診や医療費助成など……… １億４０３９万円

環
境
福
祉

●　道路の改良など１１２件分…………… １４億６７４０万円

●　市営住宅建設……………………… ７億３８２４万円

●　飯牟礼加工センター建設……………… ２８０３万円

●　県営かんがい排水事業………………… ６７１０万円

●　農道の整備・補修の補助金…………… ３９１７万円

●　災害復旧など………………………３億２９７７万円

産
業
建
設

●　湯田小学校増築など…………………… ８４４４万円

●　伊集院中の体育館建設など……… ４億５４６４万円

●　スクーリングサポート事業…………… １１９万円

●　自治会活動推進事業……………… １億２８７７万円

●　伊集院ドーム建設………………… ２億６９８４万円

●　東市来弓道場建設……………………… ９２３１万円

教
育
文
化

分析

？？
日置市の　　　
　　財政状況は
県内１７市の中で

●位

主な指数 日置市 １７市平均 指数の説明

自主財源比率 ２７.２８
１０位 ３７.４３ 市税や固定資産税など自ら調達できる財

源の歳入総額に占める割合。

実質収支比率 ５.７
５位 ４.３ 実質収支の額の適否を判断する指標であ

る。3％～5％程度が望ましい。

公債費比率 １８.5
１４位 １６.８

財政構造の弾力性を判断する指標であ
る。通常は１０％、黄信号１５％、赤信号
２０％以上といわれている。

住民の足コミュニティバス

新築された紙屋敷住宅（東市来）

新しい体育館に集う生徒たち（伊集院中）

生きがいデイサービス事業

決算審査
特別委員会
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◎
自
主
財
源
の
適
正
な
確
保

　

財
源
確
保
の
た
め
の
税
収
納

対
策
は
、「
的
（
適
）
確
な
実

態
把
握
」「
適
正
な
督
促
・
手

続
」「
適
切
な
事
務
整
理
」
の

実
践
遂
行
を
地
道
に
継
続
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

◎
予
算
の
適
正
な
運
用
・
管
理

　

予
算
運
用
の
状
況
を
注
視

し
、
早
め
の
実
情
掌
握
に
努
め

安
易
な
不
用
額
が
生
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
適
正
な
予
算
管
理

を
願
う
。

◎
特
別
会
計
設
置
の
あ
り
方

　

予
算
運
用
の
適
正
・
効
率
性

等
を
考
慮
の
う
え
、い
ま
一
度
、

真
に
特
別
会
計
と
し
て
継
続
す

る
こ
と
が
適
正
か
ど
う
か
是
非

と
も
一
考
を
要
望
す
る
。

監
査
委
員　

南　
　

一
秀

　

 

〃 　
　

漆
島　

政
人

ニーズの把握と
コスト意識を
もって…

＝監査委員の意見＝

生かしてほしい！！生かしてほしい！！
総
務
企
画
部
関
係

問
▼
防
犯
灯
設
置
で
補
助
金
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
▽
東
市
来
は
１
灯
１
万
円
。

他
は
２
分
の
１
の
受
益
者
負

担
で
あ
る
。
２０
年
度
に
全
地

域
１
灯
１
万
円
で
検
討
中
。

問
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
地

域
間
の
差
を
な
く
す
た
め
、

ど
ん
な
検
討
を
す
る
か
。

答
▽
４
地
域
運
行
形
態
が
違

う
。
路
線
バ
ス
の
廃
止
も

あ
り
、
再
検
討
す
る
時
期
に

き
て
い
る
。
公
共
交
通
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
作
業
を

進
め
て
お
り
、
来
年
度
に
新

し
い
交
通
形
態
を
つ
く
り
た

い
。
そ
の
中
で
料
金
改
定
も

検
討
す
る
。

問
▼
伊
集
院
だ
け
商
品
券
が
な

い
が
、統
一
は
し
な
い
の
か
。

答
▽
商
工
会
で
統
一
し
た
商
品

券
の
発
行
を
検
討
中
。

問
▼
消
防
団
が
定
員
不
足
で
あ

る
が
状
況
は
。

答
▽
定
員
は
６
１
３
名
で
あ

る
。
５４
名
不
足
し
て
い
る
。

環
境
福
祉
部
関
係

問
▼
し
尿
処
理
費
が
姶
良
西
部

衛
生
処
理
組
合
と
い
ち
き
串

木
野
市
・
日
置
市
衛
生
処
理

組
合
で
は
、
違
い
が
あ
る
。

な
ぜ
か
。

答
▽
い
ち
き
串
木
野
市
・
日

置
市
処
理
組
合
は
職
員
に

よ
る
運
営
で
、
人
件
費
な

ど
コ
ス
ト
が
か
か
り
高
い
。

姶
良
西
部
は
、
委
託
運
営

な
の
で
安
い
。
１
kl
当
た

り
の
処
理
単
価
は
、
東
市

来
１
万
４
４
８
６
円
、
伊

集

院
６
４
４
６
円
、

日

吉
８
８
８
２
円
、

吹

上

２
４
１
２
円
で
あ
る
。

問
▼
不
法
投
棄
が
多
く
見
ら
れ

る
。
不
法
投
棄
さ
れ
た
電
化

製
品
を
処
分
す
る
と
リ
サ
イ

ク
ル
料
が
か
か
る
が
、
持
ち

込
ん
だ
場
合
ど
う
な
る
か
。

答
▽
電
化
製
品
４
品
目
の
受
入

れ
は
基
本
的
に
で
き
な
い
。

し
か
し
不
法
投
棄
の
場
合
、

仕
方
な
く
引
き
取
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
で
持
っ
て
き

た
場
合
は
、
受
入
れ
て
ス

ト
ッ
ク
し
て
い
る
。
処
理
費

用
は
市
が
負
担
す
る
。

問
▼
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
状

況
と
自
己
負
担
は
ど
う
か
。

答
▽
市
の
負
担
が
４
分
の
１
に

減
っ
た
。
月
ご
と
の
利
用
者

負
担
は
４
区
分
に
設
定
さ

れ
、
最
高
が
３
万
７
２
０
０

円
で
あ
る
。

問
▼
が
ん
検
診
の
結
果
は
。

答
▽
胃
が
ん
４
人
、
子
宮
が
ん

２
人
、
乳
が
ん
３
人
、
大
腸

が
ん
１１
人
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
っ
た
。

産
業
建
設
部
関
係

問
▼
都
市
計
画
課
が
管
理
し
て

い
る
公
園
数
は
い
く
ら
か
。

答
▽
東
市
来
１０
、
伊
集
院
３８
、

吹
上
４
ヵ
所
で
あ
る
。

問
▼
伊
集
院
中
下
の
地
下
壕
の

調
査
は
済
ん
だ
か
。
他
地
域

の
調
査
は
ど
う
か
。

答
▽
こ
の
地
下
壕
は
１８
年
度
に

調
査
、
ボ
ー
リ
ン
グ
と
レ
ー

ザ
ー
探
索
の
結
果
、
不
確
定

な
部
分
が
あ
り
、
さ
ら
に
調

査
の
必
要
が
あ
る
。
他
地
域

は
、
壕
口
を
塞
ぐ
県
の
３
ヵ

年
事
業
が
あ
り
、
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

問
▼
伊
集
院
地
域
上
神
殿
の
ホ

タ
ル
の
里
は
水
が
よ
ど
み
、

利
用
者
も
少
な
い
。
同
じ
く

森
林
公
園
の
利
用
状
況
は
ど

う
か
。

答
▽
田
植
え
が
済
み
、
水
が
少

な
い
た
め
よ
ど
ん
だ
。
今
後

は
、
伊
集
院
北
小
の
研
究
材

料
と
し
て
利
用
し
た
い
。
森

林
公
園
の
利
用
は
減
少
傾

向
。
展
望
台
が
腐
食
し
使
え

な
い
の
で
、
全
体
的
な
見
直

し
か
、
新
た
な
展
望
台
を
作

る
か
検
討
中
。

教
育
委
員
会
関
係

問
▼
適
応
指
導
教
室
の
小
中
学

校
の
割
合
は
。
子
ど
も
と
親

の
相
談
員
配
置
事
業
は
、
ど

ん
な
方
が
配
置
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
具
体
的
な
成
果

や
問
題
は
。

地域を守る消防団

定期的な検診で早期発見を！

主
な
質
疑

決算審査
特別委員会
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補
助
金
を
見
直
し
せ
よ

　

補
助
金
は
削
減
を
さ
れ
て
い

る
が
、
統
一
す
べ
き
項
目
も
あ

る
の
で
、
見
直
し
を
し
て
支
出

の
軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
差
も
あ
る
の
で
、

今
後
十
分
検
討
し
て
均
衡
あ
る

発
展
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
あ

る
。

随
意
契
約
の
見
直
し
を

　

吹
上
管
理
公
社
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
、
情
報
管
理
な
ど
で

随
意
契
約
を
し
て
い
る
の
で
、

見
直
し
を
図
る
べ
き
。

経
費
な
ど
の
改
革
を

　

旅
費
を
含
め
た
経
費
な
ど
役

所
全
体
で
改
革
を
し
な
が
ら
、

市
民
と
共
に
歩
い
て
欲
し
い
。

積
極
的
な
地
元
活
用
を

　

事
務
用
品
等
の
購
入
は
、
市

内
の
商
店
街
か
ら
信
用
を
失
っ

て
い
る
。改
善
を
し
て
欲
し
い
。

ま
と
め

委
員
の
意
見
は

討　論
答
▽
小
学
校
１
名
、
中
学
校
４

名
。
成
果
は「
ひ
き
こ
も
り
」

の
子
ど
も
が
適
応
指
導
教
室

に
通
う
こ
と
だ
。

問
▼
学
校
給
食
は
調
理
場
を
分

散
し
て
も
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

等
を
統
一
し
、
給
食
費
の
統

一
を
図
れ
な
い
か
。

答
▽
給
食
は
食
材
等
を
給
食
費

で
賄
い
、
賃
金
・
人
件
費
・

調
理
場
に
係
る
経
費
は
公
費

で
負
担
す
る
な
ど
、
学
校
給

食
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
・
調
理
場
ご
と
に

運
営
委
員
会
が
あ
り
、
給
食

費
の
食
材
等
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
い
る
の
で
、
統
一
は

難
し
い
。

問
▼
い
じ
め
問
題
で
、
保
健
室

相
談
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
相
談
状
況
は
。

答
▽
保
健
室
相
談
は
確
認
し
て

い
な
い
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
は
伊
集
院
中
と
伊
集

院
北
中
に
配
置
。
年
３５
日
程

派
遣
。
件
数
は
１
２
０
件
。

問
▼
自
治
会
統
合
は
、
自
主
性

が
大
事
だ
が
、
市
は
推
進
し

な
い
の
か
。
２０
戸
以
下
の
集

落
は
優
先
し
て
指
導
し
な
い

の
か
。

答
▽
日
吉
地
域
は
７７
が
１８
に

な
っ
た
。
ま
だ
統
合
す
る
話

が
あ
る
。
東
市
来
地
域
は
大

体
の
枠
組
み
を
示
し
、
自
治

会
に
諮
っ
て
い
る
。
吹
上
地

域
は
地
区
館
単
位
で
話
を
し

て
い
る
。
伊
集
院
地
域
は
自

治
会
長
会
の
中
に
自
治
会
統

合
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

協
議
し
て
い
る
。
２
自
治
会

の
統
合
で
２０
万
円
、
３
自
治

会
の
統
合
で
４０
万
円
を
５
年

間
支
払
う
特
例
が
あ
る
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計
関
係

問
▼
医
療
費
抑
制
を
目
的
と
し

た
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策

事
業
の
効
果
は
。

答
▽
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
健

康
教
室
な
ど
、
地
域
ご
と
に

独
自
の
事
業
を
し
て
い
る
。

今
後
は
全
域
を
対
象
に
統
一

し
た
元
気
な
市
民
づ
く
り
運

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
▼
レ
セ
プ
ト
点
検
の
成
果

は
。

答
▽
減
点
実
績
は
１
５
４
４

枚
、
７
１
４
万
５
千
円
だ
っ

た
。

問
▼
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ

れ
、
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
聞

く
。
認
知
症
で
な
い
方
は

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

の
か
。

答
▽
介
護
予
防
で
は
、
１
ヵ
月

の
範
囲
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
。
認
知
症
で
な
い
方

は
予
防
で
防
ぎ
、
認
知
症
の

方
は
介
護
給
付
で
対
応
。

予算編成に提案を予算編成に提案を
主な質疑・意見から

伊集院学校給食センター

お年寄りの機能訓練（やはずの里）

●委託料や特別職の
給料を減らすべき。

サービスは下げず、負担を大き
くしないでほしい。
●市民税収入が３９億円に対し、
人件費が４３億円と多い。
●単年度収支１３億円赤字への説
明が十分でない。
●長期財政計画も示されない中
で、判断し難い状況だ。資料説
明を詳細にし、納得の得られる
ものにすべき。情報公開、説明
責任が問われる中、住民と行政
の信頼関係を損ねる。

●旧町からの継続事
業を実施した。指定

管理者導入や職員の適正管理な
ど経費削減が認められる。コミュ
ニティバス拡充やイントラネッ
ト整備など新規事業や、教育施
設の増改築も行った。財源確保
と経費節減を進め、市民の負託
に応える運営に努力している。
●どこに住んでいても不便さを
感じない道路交通網の整備が進
められた。また、公営住宅の建
設、運動公園の整備、農業振興、
福祉の充実などが行われた。財
政が厳しい中で、一体的発展を
推進したことは評価できる。

反対

賛成

決算審査
特別委員会
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《
総
務
企
画
常
任
委
員
会
》

　

１０
月
２４
日
～
２５
日
に
福
岡
県
嘉か

麻ま

市
・
熊
本

県
菊
池
市
を
訪
れ
、
調
査
を
行
っ
た
。

【
福
岡
県
嘉か

麻ま

市
】

●
テ
ー
マ　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
防

災
行
政
無
線
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

　
《
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
概
要
》
旧
山
田
市
で

１４
年
度
か
ら
実
施
、
山
田
庁
舎
で
地
上
ア
ナ
ロ

グ
、
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ど
を
受
信

し
、
変
換
を
行
い
各
家
庭
に
送
信
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
・
地
区
内
無

料
Ｉ
Ｐ
電
話
・
音
声
告
知
放
送
が
で
き
る
。

　
《
利
用
料
金
》
加
入
金
、
引
込
工
事
費
、
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
視
聴
料
、
Ｂ
Ｓ
放
送
視
聴
料

は
無
料
。Ｃ
Ｓ
放
送
視
聴
料
は
有
料
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
加
入
金
、
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使

用
料
は
無
料
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
使
用
料

（
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
は
有
料
。
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、

加
入
金
、
月
額
基
本
料
金
、
利
用
料
金
は
無
料
。

　
《
加
入
状
況
》
引
込
み
家
屋
数
は
９８
％
。
告

知
放
送
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
設
置
世
帯
数
は
８５
％
。
有
料
放
送
加
入
は

５４
％
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
設
置
数
は
８
％
。
個
別

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
数
は
９
％
で
あ
る
。

　
《
防
災
行
政
無
線
の
概
要
》
防
災
行
政
無
線

は
、
平
成
１９
年
度
に
調
査
設
計
を
行
い
２０
～
２１

年
度
に
工
事
着
手
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
《
ま
と
め
》
①
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
経
費
が

か
か
り
、
途
中
で
や
め
ら
れ
な
い
。
②
使
用
料

が
少
な
く
財
政
負
担
が
大
き
い
の
で
、
使
用
料

設
定
の
問
題
。
③
有
線
テ
レ
ビ
、
防
災
行
政
無

線
別
々
に
整
備
す
る
と
莫
大
な
経
費
が
必
要
。

④
維
持
管
理
費
は
、
補
助
な
ど
が
な
く
一
般
財

源
か
ら
の
支
出
に
な
る
。市
民
の
理
解
が
必
要
。

【
熊
本
県
菊
池
市
】

●
テ
ー
マ　

交
通
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
事
業
の

状
況
に
つ
い
て

　
《
べ
ん
り
カ
ー
》
市
街
地
巡
回
バ
ス
で
あ
る
。

総
延
長
１８
・
１
㎞
、
停
留
所
４６
ヵ
所
、
運
賃
１

回
１
０
０
円
（
こ
ど
も
・
身
障
者
等
５０
円
）。

１
便
当
り
の
平
均
利
用
者
は
１１
人
で
あ
る
。

　
《
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
》
山
間
地
域
の
利
便

を
図
る
た
め
に
運
行
し
て
い
る
。
運
賃
は
、

２
０
０
～
１
２
０
０
円
の
７
段
階
で
あ
る
。

特
徴
は
、
自
宅
か
ら
目
的
地
の
玄
関
ま
で
行
け

る
。
隔
日
で
１
日
最
大
３
往
復
。
予
約
に
応
じ

車
両
を
小
型
と
ジ
ャ
ン
ボ
で
使
い
分
け
る
。
初

期
投
資
及
び
維
持
費
用
が
不
要
で
あ
る
。

　
《
ま
と
め
》
①
路
線
バ
ス
と
の
競
合
を
避
け
、

市
民
が
使
い
や
す
い
体
系
を
作
り
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。
②
公
共
施
設
等
を
張
り
巡
ら
す
発
想

は
や
め
る
。
③
財
政
面
か
ら
効
率
的
な
運
用
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
る
。
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
。
④
経
営
面
、地
域
特
性
な
ど
十
分
精
査
し
、

利
用
者
・
事
業
者
の
意
見
も
入
れ
な
が
ら
体
系

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
。
⑤
随
時
変
更
・

改
善
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

《
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
》

　

１１
月
６
日
～
７
日
に
、
福
岡
県
う
き
は
市
・

大
分
県
別
府
市
を
訪
れ
、
調
査
を
行
っ
た
。

【
福
岡
県
う
き
は
市
】

●
テ
ー
マ　

健
康
づ
く
り
と
成
果

　

う
き
は
市
は
、
法
に
基
づ
く
検
診
な
ど
老
人

保
健
事
業
・
乳
児
検
診
な
ど
母
子
保
健
事
業
、

予
防
接
種
事
業
を
行
っ
て
お
り
、「
早
寝
、
早

起
き
、
朝
ご
は
ん
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
食

育
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

１７
年
「
う
き
は
市
食
と
農
と
健
康
を
結
ぶ
食

育
推
進
条
例
」
を
制
定
、
１８
年
「
食
育
推
進
計

画
」
を
制
定
し
た
。
農
業
で
は
土
壌
分
析
診
断

し
、土
壌
改
善
を
基
本
に
減
農
減
肥
に
よ
る「
元

気
野
菜
」
の
推
進
で
地
産
地
消
の
動
機
付
け
を

行
っ
て
い
る
。
教
育
で
は
、
農
業
体
験
を
通
じ

食
材
へ
の
関
心
と
安
全
な
食
材
を
使
っ
た
食
農

教
育
の
推
進
な
ど
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
給
食

の
米
飯
は
全
て
福
岡
産
米
を
使
用
。
食
育
推
進

会
議
を
設
置
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
で
、

生
活
習
慣
病
抑
制
を
図
り
健
康
の
大
切
さ
と
医

療
費
の
抑
制
へ
の
取
組
み
を
強
く
感
じ
た
。

【
大
分
県
別
府
市
】

●
テ
ー
マ　

ご
み
減
量
化
へ
の
取
組
み

　

外
国
人
観
光
客
が
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
、

観
光
都
市
を
標
榜
す
る
別
府
市
に
と
っ
て
、
ご

み
問
題
は
大
き
な
問
題
点
と
捉
え
て
い
る
。
ご

み
減
量
化
へ
の
取
組
み
は
、
１
世
帯
１
日
排
出

量
１
０
０
ｇ
減
量
、
１
人
１
日
当
た
り
排
出
量

１
０
０
０
ｇ
以
下
、
削
減
効
果
３
～
４
億
円
、

目
標
年
度
２７
～
２８
年
度
な
ど
具
体
的
な
目
標

数
値
を
示
し
取
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
な
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
と
し
て
不
用
品

の
交
換
情
報
サ
イ
ト
の
「
も
っ
た
い
な
い
ネ
ッ

ト
」、
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
組
む
店
舗
や

事
業
所
を
指
定
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
制

度
」、
年
数
回
開
催
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
品
抽
選

会
」、「
生
ご
み
処
理
器
購
入
補
助
金
」、
子
ど

も
会
や
老
人
会
の
資
源
回
収
奨
励
の
「
有
価
物

回
収
奨
励
金
」、
直
接
自
宅
へ
職
員
が
回
収
に

出
向
く
「
廃
食
用
油
回
収
」、
要
請
に
基
づ
き

職
員
を
派
遣
す
る「
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
学
習
」

な
ど
の
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
。
本
市
も
効
果

な
ど
数
値
目
標
を
示
し
、
市
民
と
一
体
と
な
っ

て
取
組
む
べ
き
で
あ
る
。

行政視察報告
所管事務調査報告

嘉麻市役所での説明の様子
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《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

　

１１
月
１
日
～
２
日
に
熊
本
県
阿
蘇
市
・
大
分

県
豊
後
大
野
市
を
訪
れ
、
調
査
を
行
っ
た
。

【
熊
本
県
阿
蘇
市
】

●
テ
ー
マ
①
都
市
農
村
交
流
に
つ
い
て

　

行
政
主
導
の
都
市
農
村
交
流
で
は
な
く
、
財

団
法
人
が
母
体
と
な
り
、
築
１
０
０
年
程
の
古

民
家
で
あ
る
体
験
交
流
施
設
を
核
と
し
、
体
験

フ
ィ
ー
ル
ド
が
一
体
と
な
っ
た
「
阿
蘇
ゆ
た
っ

と
村
」
を
形
成
し
展
開
し
て
い
る
。
利
用
者
数

は
１８
年
度
３
２
６
４
名
で
、
そ
の
内
体
験
型
修

学
旅
行
が
９
８
８
名
で
あ
る
。

●
テ
ー
マ
②
集
落
営
農
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

集
落
営
農
数
は
５９
集
落
（
加
入
者
数

１
４
５
４
名
）、
認
定
農
業
者
は
２９
名
（
女
性

約
１０
名
）
で
あ
り
、
品
目
別
農
地
面
積
は
、
集

落
営
農
で
水
稲
１
８
０
４
ha
、
大
豆
５
６
６

ha
、
麦
２９ 

ha
。
認
定
農
家
で
水
稲
１
５
５
ha
、

大
豆
５６ 

ha
、
麦
１２ 

ha
で
あ
る
。
集
落
営
農
の

推
進
と
し
て
、
座
談
会
や
５
年
後
の
法
人
化
へ

向
け
、
経
理
の
研
修
会
な
ど
を
開
催
。

【
大
分
県
豊
後
大
野
市
】

●
テ
ー
マ
①
集
落
営
農
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

各
団
体
と
連
携
し
、機
能
分
担
を
明
確
化
し
、

土
地
利
用
型
農
業
の
担
い
手
育
成
を
推
進
。
ま

た
各
支
所
に
集
落
営
農
推
進
班
を
設
け
、
関
係

機
関
メ
ン
バ
ー
の
横
断
的
な
推
進
チ
ー
ム
を
中

心
と
し
た
機
動
的
な
推
進
を
行
っ
て
い
る
。
１９

年
度
の
推
進
は
、「
新
任
意
組
織
育
成
」「
法
人

組
織
育
成
（
現
在
２１
組
織
法
人
化
済
）」「
既
存

法
人
の
特
定
農
業
法
人
化
・
団
体
の
設
立
」「
法

人
経
営
の
向
上
、
安
定
、
新
規
品
目
の
導
入
」

「
経
営
管
理
の
強
化
」「
集
落
営
農
法
人
連
絡
協

議
会
の
支
援
、
連
携
」
で
あ
る
。

●
テ
ー
マ
②
農
産
物
の
地
産
地
消
の
推
進

　
「
道
の
駅
」
が
５
ヵ
所
、
そ
の
他
に
直
売
所

が
あ
る
。
道
の
駅
で
は
、
安
定
経
営
の
た
め
大

分
市
の
量
販
店
と
定
期
的
な
販
売
契
約
を
し
て

い
る
。
今
後
は
、
直
売
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
る
計
画
で
あ
る
。

●
テ
ー
マ
③
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
取
り
組
み

　

３
組
織
と
２
９
５
名
の
農
家
が
組
織
ぐ
る
み

で
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
は
、西
日
本
で
も
上
位
を
争
う
産
地
。

《
教
育
文
化
常
任
委
員
会
》

【
調
査
目
的
】
市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
係
る

業
務
等
の
調
査

【
調
査
場
所
】
伊
集
院
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

東
市
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
吹
上
学
校
給
食

ブ
ロ
ッ
ク
調
理
場
、日
吉
中
学
校
給
食
調
理
場
、

（
株
）
み
の
だ
食
品

【
調
査
結
果
】

【
伊
集
院
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　

昭
和
６２
年
建
築
、
面
積
６
３
０
㎡
、
２
幼

稚
園
・
５
小
学
校
・
３
中
学
校
の
２
５
９
１
食

を
調
理
し
て
い
る
。
食
材
は
学
期
ご
と
に
入
札

し
て
い
る
。
残
食
は
米
飯
時
が
多
い
が
、
地

鶏
飼
育
農
家
が
引
取
る
の
で
処
理
費
用
は
発
生

し
な
い
。
給
食
費
の
滞
納
状
況
は
、
過
年
度
分

５
１
９
万
円
ほ
ど
。
現
年
度
は
９
月
で
５９
万
円

程
度
。
課
題
は
、
設
備
も
古
く
狭
い
の
で
設
備

機
器
を
導
入
し
て
も
場
所
が
な
く
苦
慮
し
て
い

る
。
衛
生
管
理
基
準
の
見
直
し
で
改
善
す
べ
き

箇
所
も
あ
る
が
、
現
施
設
で
は
で
き
な
い
。

【
東
市
来
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　

平
成
２
年
建
築
、
面
積
１
３
３
６
．
７９

㎡
、
１
幼
稚
園
・
５
小
学
校
・
２
中
学
校
の

１
１
１
７
食
を
調
理
し
て
い
る
。
冷
凍
や
缶
詰

な
ど
を
除
く
食
材
は
、
地
域
内
業
者
か
ら
見
積

入
札
を
行
っ
て
い
る
。給
食
費
の
滞
納
状
況
は
、

過
年
度
分
１
２
８
万
円
ほ
ど
。
現
年
度
は
９
月

で
８４
万
円
程
度
。
課
題
は
老
朽
化
で
傷
み
が
激

し
く
、
施
設
備
品
の
中
に
は
交
換
部
品
が
な
い

た
め
、
修
繕
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
。

【
日
吉
中
学
校
調
理
場
】

　

昭
和
４８
年
建
築
、
平
成
１１
年
に
増
築
。
面
積

１
３
１
㎡
、
１
９
０
食
を
調
理
し
て
い
る
。
食

材
の
３
分
の
１
を
県
学
校
給
食
会
か
ら
調
達
。

滞
納
状
況
は
、
現
年
度
分
９
月
で
６
万
５
千
円

程
度
。
課
題
は
、
施
設
が
３０
年
経
過
し
、
保
健

上
は
問
題
な
い
が
、
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
即

し
た
運
用
に
は
改
修
が
必
要
。

【
吹
上
学
校
給
食
ブ
ロ
ッ
ク
調
理
場
】

　

伊
作
小
で
、
伊
作
・
花
田
・
和
田
小
の

３
９
７
食
を
調
理
し
て
い
る
。
滞
納
状
況
は
、

現
年
度
分
９
月
で
６
万
３
千
円
程
度
。課
題
は
、

設
備
の
配
置
で
保
健
所
か
ら
ス
ラ
イ
ド
方
式
へ

の
改
善
指
導
が
あ
る
が
、
抜
本
的
な
改
善
と
な

る
た
め
行
っ
て
い
な
い
。

【
ま
と
め
】

　

衛
生
管
理
基
準
や
食
材
納
入
の
統
一
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
基
づ
く

改
善
指
導
に
対
す
る
改
修
や
購
入
備
品
等
は
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
学
校
施
設
全

体
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
。
残
食
は
、
学

校
だ
け
で
な
く
家
庭
教
育
も
大
切
で
あ
る
。

うきは市で健康づくり体操を体験

阿蘇市役所で説明を受ける

日吉中での視察の様子



　

平
成
２０
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
皆
様
は

年
頭
に
ど
の
よ
う
な
目
標
を
た
て
て
新
年
を
お

迎
え
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
か
ら
平
成

に
変
わ
っ
た
の
が
つ
い
こ
の
前
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
２０
年
も
経
と
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
歳
月
の
早
さ
を
感

じ
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
よ
り
一
層
発
展
す

る
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

１
月
に
イ
ラ
ン
で
雪
が
降
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
北
極
・
南
極
の
氷
も
予
想
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
溶
け
出
し
て
い
る
と
い
う
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
気
候
変
動
や
環
境
問
題
に
も
一
層

の
関
心
が
高
ま
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

１２
月
議
会
で
は
、
平
成
１８
年
度
の
決
算
認
定

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
決
算
特
別
委
員

会
の
審
査
報
告
の
中
に
、
委
員
か
ら
の
多
く
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
て
新
年
度
予
算
編
成
に
活
か
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、
議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
親
し
み
や

す
く
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

発
行
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／
議
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１２
月
１２
日
の
定
例
会
本
会
議
に
伊
作
田
小
学

校
６
年
生
（
児
童
１９
人
、
先
生
１
人
）
が
傍
聴

を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
傍
聴
の
感
想
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
議
員
さ
ん
が
質
問
か
意
見
を
た
く
さ
ん
し
ゃ

べ
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
議
会
を
見
て
い
て
、
と
て
も
驚
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
質
問
を
し
て
い
る

人
が
途
中
で
水
を
飲
ん
で
い
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
飲
み
物
を
絶
対
に
飲
ん
だ
ら
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
質
問

さ
れ
た
ら
、
意
見
が
す
ぐ
に
言
え
て
い
た
こ

と
で
す
。

◎
発
言
時
間
が
長
か
っ
た
け
ど
、
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

◎
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
で

議
員
さ
ん
は
壁
に
あ
っ
た
数
字
が
「
１
」
に

な
る
と
止
め
る
の
で
す
か
。

◎
色
々
な
こ
と
に
気
が
つ
い
た
り
し
ま
し
た
。

議
会
を
見
る
時
も
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
、
見
て

い
る
人
は
、
音
を
立
て
た
り
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

◎
議
員
さ
ん
達
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
い
ろ
ん

な
問
題
を
解
決
し
て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か

り
ま
し
た
。

◎
１
人
の
質
問
の
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

や
モ
ニ
タ
ー
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

◎
１
人
の
話
に
約
１
時
間
も
時
間
が
使
わ
れ
て

い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
議
員
さ
ん
た
ち
が
、発
言
す
る
時
に
「
議
長
」

と
言
い
手
を
挙
げ
て
発
言
す
る
ん
だ
な
ぁ
と

分
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

◎
議
会
で
は
、
議
長
が
偉
い
こ
と
。
テ
レ
ビ
の

国
会
を
小
さ
く
し
た
の
が
市
議
会
で
あ
る
こ

と
な
ど
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
難
し

い
言
葉
を
使
っ
て
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

◎
議
員
と
市
長
が
言
い
合
っ
て
い
た
の
が
、
一

番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◎
議
会
を
見
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、意
見
が
す
ぐ
に
言
え
る
こ
と
で
す
。

議
会
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。

☆
他
の
小
・
中
・
高
校
の
み
な
さ
ん
も
是

非
、傍
聴
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。
社
会
科
・

公
民
の
勉
強
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
い

つ
で
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
。

＝伊作田小＝

《次の場所で議会中継を行っております》
市役所本庁１階ロビー、各支所１階、市中央公民館（伊集院）、
東市来文化交流センター、吹上中央公民館、各地区公民館、

美山陶遊館、ゆすいん、市民病院、日吉保健センター、吹上砂丘荘


